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はじめに

本稿は、横浜市内の都筑区川和町で酒卸業・醤油醸造業などを営んでいた中山恒三郎家所蔵資料「営業

簿」（NT-332。以下、「営業簿」）についての翻刻と資料紹介である。「横浜市歴史博物館紀要　第 25 号」に

て「翻刻　中山恒三郎家「営業簿」　（昭和三～四年）」を、また「横浜市歴史博物館紀要　第 26 号」にて

「翻刻　中山恒三郎家「営業簿」　（昭和五～六年）」、「横浜市歴史博物館紀要　第 27 号」にて「翻刻　中山

恒三郎家「営業簿」　（昭和七～八年）」をそれぞれまとめたが、本稿はその続きとなり、中山恒三郎家の紹

介や「営業簿」についてはそちらも参照されたい。なお、当資料である「営業簿」は、昭和三年五月八日～

昭和九年十二月三一日までの大部であり、本稿では昭和九年の資料紹介をし、本稿で最後の紹介となる。

中山恒三郎家・「営業簿」について

中山恒三郎家は当主が代々「恒三郎」を襲名、酒類販売を営むとともに地域の名士として活躍してきた家

であり、また、文政一二年（一八二九）に初代恒三郎の父「五蔵」がはじめた菊栽培をともに行い、その

後の当主も代々菊の育成につとめ、観菊会の中心地としても有名な家であった。初代恒三郎は、文政年間

（一八二〇年代）に酒類販売・荒物雑貨・呉服太物の営業を開始し、二代目がこれに醤油醸造業を加え、三

代目が煙草や塩の販売などに進出するとともに「太陽合資会社」として器械製糸業にも着手した。ほかにも

当時の「大賣出し廣告」（明治三六年七月）からは「砂糖、紙類、漆器、陶器、鍋釜類、指物類、疊表類、

荒物類、西洋小間物類、帽子洋傘類」」（1）なども扱っていることが分かっており、三代目に至って取り扱い

販売品目を増やすとともに商売も全盛期をむかえている。

本稿で紹介するのはその中山恒三郎家の「営業簿」である。大きさ二四一×一七〇×三五ミリの冊子で、

〈 資料紹介 〉
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表紙は経年劣化で張り付いてしまっている部分が多く、かろうじて「甲■（「号」の異体字）　営［　　］

（営業簿ヵ）」と読み取れる。内容は、月日、商品目、数量、勘定・請取印と金額（円、銭、厘）、氏名（購

入者）の体裁をとった商品売買の一覧表であり、基本的には一つの取引につき一行で記載されており、前の

行に対する勘定額（入金額）等を記入した行といった諸説明の行の他は上記の体裁を保っている。記載者に

ついては、文字の書き方や筆使い、ペンの違いなどがさまざまであることから、複数人の手によって書かれ

たと考えられる。また、ページの肩の部分に確認と考えられる印があることから売買管理に当たる人物の確

認を受けた正式な営業簿であったと考えられる。

砂糖販売について

近代日本の砂糖供給について鬼頭は以下のようにまとめている（1）。

　�　第二次世界大戦期前のピークは 1937 年の 15.4㎏であった。明治初期から 60 年あまりで、供給量は 11

倍に増加した。年率、4％近い大きな増加率である。緩やかだが、持続的な所得水準の上昇と、食生活の

近代化を反映している。（中略）戦前期において、供給量の増加は一様ではなかった。1 人当り砂糖供給

量が 5㎏を超えたのは 1897 年である。その背景には、日清戦争の結果、1895 年に台湾を植民地として獲

得したことがあろう。台湾において、国家的事業として機械化による近代製糖工場を設立することが計画

され、1900 年に台湾製糖が設立され、1902 年から本操業が開始された。（中略）大正初期（1911 ～ 13 年）

に、砂糖自給率は 60％を超える。昭和期にはいると自給率は落ちたものの、50％台にあった。1920 年代

には 1 人当り供給量は 11 ～ 12kg 台に上昇するが、これは台湾における砂糖製造が本格化し、日本内地

への供給が増大したためである。これを内地扱いにすれば、大正期以後、自給率は 90％を超えたことに

なる。（鬼頭　2018　47）

としている。営業簿か書かれた昭和初期、その時代背景として、砂糖の供給については第二次世界大戦前の

砂糖供給のピークへと向かう時期であり、食生活の近代化や台湾における製糖業の隆盛など、砂糖が世間一

般に出回っていた時代であった。

中山家の砂糖販売についてみていこう。営業簿から砂糖関係の項目を抽出した表が表 1 になる。これを見

ると、鬼頭が述べた通り、川和地域においてもその販売量が一定数あり、季節を問わず頻繁に購入されてい

ることが分かる。

昭和 3 年で 32 件、4 年 63 件、5 年 61 件、6 年 51 件、7 年 44 件、8 年 31 件、9 年 38 件と 7 年間で 320 件

の販売があった。これは月平均にすると 3.8 回の販売件数になる。その量は匁表記やグラム表記など、統一

されておらず、また、数量表記のない場合もあり一概に言えない。価格は取引相場により変動するが昭和 3

年の中山家を見ると以下の通りになる（目安として g 単位の価格も示す。1 匁＝ 3.75g として計算）。

黒砂糖：　500 匁（1875g）� 480 銭　（1g あたり 2.56 厘）

天光糖：　500 匁（1875g）� 640 銭　（1g あたり 3.4 厘）

黄砂糖：　600g� 210 銭　（1g あたり 3.5 厘）

白砂糖：　600g� 250 銭　（1g あたり 4.17 厘）

※参考　昭和 5 年：ザラメ糖　500 匁（1875g）　530 銭　（1g あたり 2.82 厘）

　　　　昭和 7 年：黄ザラメ糖　500 匁（1875g）　500 銭　（1g あたり 2.67 厘）

あくまで参考だが「昭和 2 年の 10 円は、平成 24 年の価値に換算するとおよそ 6136 円となる。」とする換
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算方がある（2）。もちろん、価格価値については比較する対象によりさまざまに変わるため（上記は企業物

価指数をもとに換算）、一概には言えない。

販売相手方としては、個人名が多い中、「市ヶ尾　煎餅屋」や「佐江戸　岩岡菓子店」「町田屋菓子店」な

どの商店向けや、「キリスト教会」「都田署　三嶋巡査」「中村　床屋林豊吉」（林理髪店）などにも販売して

いることがわかる。販売金額としての売り上げは、昭和 3 年だけでも 160 円強の売り上げをあげている。

品名としては上記に挙げた黒、白、黄砂糖のほか、天光糖（3）など、数種類に亘って販売していたことが

分かる。ただ、営業簿自体の記載の特徴でもあるのだが、特別な符丁、または、文字を知らなかったことか

ら起こったのであろう記載が多々見られる。例えば「砂糖」を「砂ト」「車糖」と記載している部分である。

「砂ト」と記載している場合については「糖」の字を省略した書き方であろうと想像できるが、「車糖」と表

記される場合は詳細不明である。

また、実物資料として日本精製糖株式会社製

造の氷砂糖を入れていた木箱が中山家に保存さ

れている（写真 1　NT-218「木箱、角皿」）。こ

れは、木箱側面に「刺身角皿入　月二十二枚

鳥拾三枚」と書かれた紙が貼られており後に皿

入れとして転用された木箱である。この木箱に

は転用前のラベルも貼られており鷹のマークを

中心に「商標　第四 内國勸業博覧會有功二等

賞　　SUPERIOR　極製氷砂糖　大日本東京

小名木川通■（♢の中に S）日本精製糖■（□

の中に株）式會社製造　［　　］RYC、SEISF

［　　］ONAGIGAWA、TOKYO．JAPAN」

（NT-218「木箱、角皿」）と印刷されている。

これは、日本初の近代的製糖事業として設立さ

れた日本精製糖株式会社の木箱であり、中山家

が砂糖を仕入れていた企業の一つとして東京の

日本精製糖株式会社と取引していたことがこの

ことからわかる。また、明治精糖會社の砂糖袋

や、KAWAKAMI�SEITOSHO、東京製糖會社、

塩水港製糖株式會社、合資会社木下製糖所、日

本製粉株式會社などの砂糖袋と考えられる袋も

確認できる（4）（写真 2　NT-981「砂糖袋、木綿

布」）。他にも、砂糖の小売り用としての掛け紙

なども保存されている（写真 3　NT-1047「砂

糖掛紙」）。いずれにも言えることではあるが、

これら実物資料が営業簿と同時代の資料である

かは不明ではある。ただ、中山家が卸業として

砂糖を取り扱い、量り売りの小売りも行ってい

写真 1　NT-218「木箱、角皿」　日本精製糖株式会社製造の氷
砂糖を入れていた木箱　中山恒三郎家所蔵

写真 2　NT-981「砂糖袋、木綿布」　中山恒三郎家所蔵

写真 3　NT-981「砂糖袋、木綿布」　中山恒三郎家所蔵
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たことを示す資料であることは間違いないであろう。

営業簿が書かれた時代の後、砂糖の供給は、日中戦争へ突入する 1937 年をピークとして激減していき、

1940 年からは配給統制が実施されることとなる。

拙著「翻刻　中山恒三郎家「営業簿」　（昭和三～四年）」、「翻刻　中山恒三郎家「営業簿」　（昭和七～八

年）」で考察したように（小林　2023　22）、「営業簿」について、「比較的小口の取引内容や個人名での記

載、日付無しの印「勘定済」（現金払い）が多いことなどから、店頭にて取引された際に用いられた帳簿、

あるいは近在相手に限った営業簿」（小林　2021　75）であり、当該資料に記載された以外にも自主製造し

ていた醤油「陽輝」や、本論で取り上げた砂糖などを比較的大口の相手である商店などにむけて販売してい

たと考えられる。

営業簿における砂糖販売についての記載は、台湾の植民地経営などに伴なったとはいえ、国内砂糖自給率

が高く、いわゆる一般にまで砂糖が進出した時代の貴重な資料である。砂糖の進出によるゆたかな食文化を

川和の人たちも享受し始めた記録であるとも言えるであろう。

おわりに

毎度のことであるが、当該資料である「営業簿」は、昭和一七年（一九四二）九月以降のいわゆる戦時統

制経済下前の中山恒三郎家の商売がわかる資料であり、今回事例としてあげた砂糖のように、ひとつのト

ピックを取り上げただけでもさまざまなことが分かる資料であるといえよう。

今後も引き続き資料公開を行うべき調査整理を続け、また、当該資料についての考察をあらためて別の機

会に行うこととしたい。

また、今回で資料紹介は一区切りとなる。最後に営業簿をはじめとした中山恒三郎家資料整理に関わった

学芸補助の皆様のお名前を記す。一方ならぬご協力の賜物でありここに感謝申し上げ謝辞としたい。

田島久代　　佐藤敏江　　千葉芳子　　渡邊陽子　　三徳薫　　倉谷啓子　　森智代　　本村裕美

大内ひとみ　　福田正子　　後藤明子　　櫻井尚美　　小林路子　　佐藤夏美　　工藤桃子　　齊藤麻那　　

三村宜敬　　宮内典子　　加藤七海　　石森朗代　　加藤美都　　原知之　（順不同、敬称略）

【註】

（1）�鬼頭は出所および資料として、1874-1901 年：『長期経済統計 6』（明治七年府県物産表」「農商務省統計

表」「大日本外国貿易 56 年対照表」）、1902-1908 年：『長期経済統計 6』（「農商務省統計表」「主税局統

計年報書」「台湾糖業統計」）、1909-1940 年：『長期経済統計 6』（「主税局統計年報書」を提示している

（鬼頭　2018　46-47）。

（2）�国会図書館レファレンス協同データベースレファレンス事例詳細「昭和初期の 10 円が現在の価値

でどのくらいになるか知りたい。」https://crd.ndl.go.jp/reference/modules/d3ndlcrdentry/index.

php?page=ref_view&id=1000156795 参照　（20240105 閲覧）

（3）�精糖業者の第一糖業株式会社 web サイトには「和三盆のように、わが国古来の製法で製造されてきた

砂糖を和糖と呼び、その品質の良いもので色調が白色に近いものを�「初雪」、桜色に近いものを「花見」、

褐色に近いものは「天光」と呼ばれていました。」とあり、中山家で扱っていたものもこれに近いモノ
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かと考えられる。

　　第一糖業株式会社 https://www.daiichi-togyo.co.jp/publics/index/79/

（4）�この砂糖袋は袋を開いて繋いだ状態で保存されており、後に別の目的で利用しようとしていたモノかと

考えられる。あくまで推測ではあるが、これらの袋を使って中山家で製造していた醤油の大豆を入れて

絞る袋として転用したのかもしれない。

凡例

・�当該資料にはページ数の表記はないが、資料整理の便宜上、ページ数を付した。また、表記説明のため備

考欄を付した。

・�表内において、ページのはじめ（見開きページのはじめ）に、そのページの欄外記載等の説明のため備考

欄（太い外枠線で示した欄）を付した。

・�本文記載について、特に説明がない場合はペン書きを表し、それ以外の墨書等の記載はその都度備考欄に

記した。印についても特に説明がない場合はインク印を表し、朱印等の特別な場合は備考欄に記した。

・�印について、判読できる場合は印の後に鍵括弧で印文を示した（たとえば印「請取」）。

・�本文表記の文字について、基本的には現状のまま旧字を新字に直さずに記した。しかし、変換できない一

部の旧字や、屋号、記号などは「■」とし、備考欄に「■」の説明（たとえば、■は六角形に「穂」）を

した。

・�判読のむずかしい文字について、推定のものは「ヵ」をつけ、判読不明の文字は「□」で表し文字数もそ

れに合わせて表記した（たとえば、二文字読めないときは「□□」）。また、文字数もわからない場合は

「［　］」を使用した。

・�訂正線・斜線など校正上の表記については備考欄に説明をした。

参考文献
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中山恒三郎家「営業簿」（昭和九年）

月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

339 ページ左上部に「志田」の押印あり

一二 二十
九 佐倉炭 壱俵正七貫六百匁） 二十九、勘定濟 一 九〇〇 関野警部補 338

〃 〃 入金参拾参銭也 受入 ㊢ □本小學校 338

〃 二十
五日 入豆腐 十丁受入 ㊢ 大谷由蔵 338

〃 三十
日 入豆腐 十丁受入 ㊢ 大谷由蔵 338

〃 〃 白砂糖 代 ㊢ 五〇〇 林理髪店 338
〃 〃 上清酒 九合 三十日勘定濟 一 六二〇 萩埜伊勢松 338
〃 〃 清酒 壱舛也 ㊢ 二 〇〇〇 中山幸三郎 338

〃 三十
一日 入金壱円也 日割分　振替 受入㊢ 酒匂川吉五郎 338

〃 三十
一日 入金壱円也 受入 ㊢ 瑞雲寺 339

一 三 清酒 七舛（樽割） 一月三日相濟 八 七五〇 土志田㐂代四郎 上部欄外に昭和九年と記載あり 339
〃 味醂 壱舛 相濟 一 六〇〇 仝　　　人 339
〃 清酒 参舛 四、相濟 三 〇〇〇 川和消防組 339

〃 四 上清酒 九合 ㊢ 二 〇〇〇 中山幸三郎 339
一 十七 清酒 九合 ㊢ 一 〇八〇 佐江戸石屋牧野 339
一 〃 一川印種油 一凾 ㊢ 中山幸三郎 339
〃 二十 清酒 九合 ㊢ 一 三五〇 川和町役場 339
〃 〃 清酒 壱升八合 請取 三 二四〇 萩野伊勢松 339

341 ページ左上部に「志田」の押印あり
一 一分 清酒 代 二日請取 五 〇〇〇 八幡神社 340

一 二十
一 上清酒 五升　180 二十四、勘定濟 九 〇〇〇 都筑郡町村長會 340

〃 〃 陽輝印正油 九合 勘定濟 四五〇 髙橋弘 340

〃 二十
二 正宗二合壜詰 百拾本 二十五、勘定濟 三三 〇〇〇 斎藤金次郎 340

〃 〃 清酒 五升 二十五、勘定濟 六 二五〇 〃　　　人 340

〃 二十
四 清酒 参升 ㊢ 四 五〇〇 川和区町制施行委

員會 340

〃 二十
四 虎印石油 壱鑵 ㊢ 二 四五〇 角田連蔵 340

〃 二十
四 清酒 代 勘定濟 五〇〇 藤浦健 340

〃 二十
四 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 前田順蔵 341

〃 二十
五 清酒 九合 二十五、勘定濟 一 六二〇 萩埜伊勢松 341

〃 〃 黄双糖 五百匁 二十五、勘定濟 五八〇 〃　　　人 341

〃 二十
六日 上清酒 七升 ㊢ 一一 二〇〇 角田連蔵 九合を七升に訂正 341

〃 〃 佐倉炭 七貫百六十匁 ㊢ 一 七九〇 同　　　人 341

〃 二十
七 虎印石油 壱鑵 ㊢ 二 四五〇 平本團蔵 341

〃 〃 黄双ト 五百匁 ㊢ 五八〇 〃　　　人 341

〃 二十
七日 入上□廻り 拾本 請取 井上利久 341

〃 〃 入赤上付 弐本 請取 〃　　　人 341
343 ページ左上部に「志田」の押印あり

一 二十
七、 入正油樽上特 弐本入 請取 井上利久 342

一 二十
七、

入正油樽上改正二本
上特十一本　 拾参本 請取 〃　　　人 342

一 三〇 黄双糖 弐貫匁 ㊢ 二 二〇〇 町田賢治 342
一 三一 入正油空樽 一本 ㊢當店帳五頁ヘ 二〇〇 内田初五郎 342
二 一 砂糖アンペラ 六枚半 2/10 勘定濟 七一〇 井上利久 342
一 三一 入金壱円九拾銭也 ㊢受入 前田順蔵 342
二 二 清酒 代 勘定濟三、 一 〇〇〇 藤浦健 342
〃 三 □炭角俵 壱俵 ㊢ 八〇〇 川和局ツメ所 342
二 三 上清酒 五升 四日　勘定濟 九 〇〇〇 都筑武道会 343
〃 〃 上清酒 九合 三日　請取 一 六二〇 萩埜伊勢松 343
〃 四 ■印正油代 □□代 請取 五〇〇 中山　荒井儀一 ■は亀甲に「穂」 343
二 五 入金壱円参拾五 也 受入　㊢ 川和町役場 343
〃 六日 白砂糖 五十斤入弐袋 二、十七、勘定濟 一九 七〇〇 嶋村虎之助 343
〃 七 清酒 九合 勘定濟 一 三五〇 袴田庇崖ヵ 343
〃 〃 サラメ糖 八百六十五匁 勘定濟 一 〇〇〇 〃　　　人 343
〃 一一 清酒 弐升 二月十一日勘定濟 三 〇〇〇 前田甚五兵衛 343
〃 一一 虎印石油 壱鑵 2.28 勘定濟 二 五〇〇 近藤自轉車店 氏名欄 [ 井｣ を取消線で消して ｢近｣ と記入あり 343

左 345 ページ左上部に「志田」の押印あり
二 一一 清酒 三升 二月十一日勘定濟 三 六〇〇 川和消防組 344
二 十一 名誉冠正宗酒 壱樽 ㊢ 四五 〇〇〇 川和町役場 344

〃 〃 清酒 八升 十二日勘定濟 八 〇〇〇 祝賀□□□八幡様
□ヶ□川和区 344
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 十二 キリンビール幕五十間　
住復運搬料 立替 ㊢ 二 〇〇〇 川和町役場 344

〃 九日 清酒（□□□） 半樽 二月十五日勘定濟 二三 七五〇 佐野桂助 344
〃 〃 寿印正油 半樽 二月十五日勘定濟 一 九〇〇 〃　　　人 344
〃 〃 右清酒入樽 半分代 二月十五日勘定濟 九〇〇 〃　　　人 344
〃 十四 上清酒 九合 十四日勘定濟 一 六二〇 萩野伊勢松 344

〃 十六
日 寿印正油 半樽代内　壱円五拾銭受

入 十七日勘定濟 四〇〇 中山　田辺弥太郎 345

〃 十九 白ポトワイン壱升ビン□ 壱本 勘定濟 一 〇〇〇 鈴木ナヲ 345

〃 〃 富久寿人印酒 半墫 二月二十三日勘定
濟 二五 〇〇〇 中山角蔵 345

〃 〃 右入樽分 代 二月二十三日勘定
濟 一 〇〇〇 〃　　　人 345

〃 〃 陽輝印正油 正味壱樽 二月二十三日勘定
濟 三 六〇〇 〃　　　人 345

二 二二 清酒 六升代 ㊢ 七 五〇〇 祈年祭　八幡神社 345
〃 二三 虎印石油 壱鑵 二月二十六勘定濟 二 四五〇 岡野警部補 345
〃 〃 入弐圓也 酒空樽壱本入 ㊢ 二 〇〇〇 川和町役場 345
〃 〃 入金四拾五圓也 受入 ㊢ 四五 〇〇〇 〃役場 345

347 ページ左上部に「志田」の押印あり
二 二六 楠誉印酎 壱瓶 當座帳谷□□㊢ 七 八〇 □本　杦浦増五郎 346

〃 二七
日 天光糖 壱貫匁 三月一日勘定濟 一 一〇〇 飯塚金治 346

〃 〃 上清酒 九合 二十七日勘定濟 一 六二〇 萩野伊勢松 346
〃 〃 陽輝印正油 壱樽 正味二十□ 三 六〇〇 〃　　　人 346
〃 〃 清酒 壱升八合 135 ㊢ 二 七〇〇 川和町役場 346

〃 二八 正宗弐合壜詰 九拾五本 28　三月二日　勘
定濟 一六 六〇〇 飯塚金治 346

〃 〃 清酒 九合 ㊢ 一 三五〇 川和町役場 346
〃 〃 清酒 九合 ㊢ 一 三五〇 川和町役場 346
〃 〃 入酒立縄 七拾本 2.28 支拂濟 七 〇〇〇 井上利久 347
三 一 正宗弐合壜詰 五十本 28 請取三月二日 一四 〇〇〇 信田新五郎 347

〃 清酒 三升 請取三月二日 三 九〇〇 仝　　　人 347
〃 二 宝印焼酎 六拾五瓶 勘定濟 ■山王□酒店 ■は∧の下に「万」 347
〃 五 寿印正油 半樽 勘定濟五日 一 九〇〇 長崎澁一郎 金額 ｢壱｣ を二重線で訂正し ｢半｣ とされている 347

〃 佐倉炭 壱俵正 7 × 40 匁 勘定濟 一 九四〇 城所政治 347
〃 〃 楠誉印酎 壱瓶 ㊢森口へ 七 八〇〇 中山惣三郎 347
三 七 ウイスキー 五合 勘定濟 七五〇 中山寿亭 347
〃 八 寿印正油 半樽 勘定濟 一 四〇〇 前田順蔵 347

348 ページ右上に「九年」と記載あり、349 ペー
ジ左上部に「志田」の押印あり

三 七 清酒富久娘印 半樽 3.7 勘定濟 二八 七五〇 内藤半蔵 348
〃 右樽 半樽代 3.7 勘定濟 一 一五〇 仝　　　人 348

一 十 上清酒 九合 十、勘定濟 一 六二〇 萩野伊勢松 348
十一 清酒 代 ㊢ 五〇〇 鈴木松太郎 348
十二 二ツ帆ウイスキー 壱升 十二日勘定濟 一 五〇〇 中山　壽亭 348
十三 両国橋印酒 半樽 三月二十二日請取 三三 七五〇 岩沢泰治 348
〃 右入樽 半分代 三月二十二日請取 一 〇〇〇 〃　　　人 348

〃 長栄味醂 九合 三月廿二日請取 一 六二〇 〃　　　人 數量と金額が赤字、數量壱升と金額の一七〇〇を赤
字訂正 348

三 十四 陽輝印醤油 壱樽 十四日勘定濟　正
味ヵ 三 七〇〇 福聚院 349

〃 〃 ザラメ糖 壱〆め 十四日勘定濟 一 一八〇 〃　　　人 349
〃 十六 精糖五十匁 壱袋 二十日請取 一〇 〇五〇 嶋村登羅之助 349
〃 〃 分蜜糖 十匁 二十日請取 一一 一六〇 〃　　　人 349

〃 二〇 黄双糖 四貫匁 1.1 □　二十日請
取 四 四八〇 岩岡菓子店 349

〃 〃 ウイスキー 五合 二十日請取 七五〇 中山寿亭 349

〃 十九
日 寿印正油 四半樽 勘定濟 一 〇〇〇 川和　中山戸市 349

〃 二二 清酒 壱斗 取消し請取 五 〇〇〇 毛木武 349
〃 二二 清酒 三升 三月二十三日請取 四 五〇〇 長崎滋一郎様 349

351 ページ左上部に「志田」の押印あり
三 二三 壽印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 内田初五郎 350
〃 〃 清酒 弐升 三月二十三、請取 三 〇〇〇 長崎滋一郎 350

二十
四日 清酒上 九合 二十四日請取 一 六二〇 萩野伊勢松 350

〃 二十
五 入酒立縄 四十本 4.12 勘定濟 四 〇〇〇 井上利久 350

〃 二六 清酒 五升 三十日勘定濟 八 〇〇〇 岩沢福蔵 350
〃 〃 入キリンビール通函 拾個 4.12 勘定濟 五〇〇 井上利久 350

〃 入金七圓七拾 也 受入㊢ 杉浦増五郎 350
三 〃 入金拾五円也 ㊢ 八幡神社 350
四 二 両国橋印酒 半樽 4.2 勘定濟 三三 七五〇 守谷栄蔵 351
〃 〃 右樽 半分代 4.2 勘定濟 一 〇〇〇 仝　　　人 351
〃 五 清酒福娘 五升 1.85 ㊢ 九 二五〇 杉原忍 351
〃 四 ■印正油 半樽 四日勘定濟 二 三〇〇 池辺　觀音寺 ■は亀甲に「ホ」 351
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 六 清酒上 九合 ㊢ 一 三五〇 川和町役場 351
〃 九 神正印 一斗五升 4.14 勘定濟 一六 八〇〇 池辺　小泉勝五郎 金額欄一七二〇〇を訂正 351
〃 〃 清酢 一升 4.14 勘定濟 四〇〇 〃　　　人 351
〃 〃 自 [　] 一七□ 4.14 品戻り 〃　　　人 品名と數量は訂正されている 351

〃 十二
入炭（佐倉）二正味十五
入九百六十　（ザク）四
正味十八入六百二十

4.13 勘定濟 六 六六〇 遠藤新平 351

353 ページ欄外左上に朱印「志田」、「1.999.30　
1640」と鉛筆書き、「勘定濟」と印あり

四 十二
日 樫ノ木槙 四十二束 4.13 勘定濟　太物

三十細物十二 五 四一〇 遠藤新平 352

〃 〃 椚槙 一束 4.13 勘定濟 一三〇 〃　　　人 品名「□（藶ヵ）木」を二重線で訂正し「椚槙」と
している 352

〃 〃 陽輝印醤油 壱樽 十二日勘定濟 三 七〇〇 市ヶ尾　森信蔵 352
〃 〃 清酢 壱升 十二日勘定濟 五〇〇 　〃　　　　蔵 352
三 二五 醤油空樽 七本 4.12 勘定濟 一 〇五〇 井上利久 352
四 五 入醤油樽改正 十二本 4.12 勘定濟 三 八四〇 仝　　　人 352
四 一二 入酒樽立縄 七十筋 4.12 勘定濟 七 〇〇〇 仝　　　人 352

〃 小麦三等格 百三十八俵　590 4.13 勘定濟 八一四 二〇〇 栗原房吉 352
〃 小麦四等格 拾弐俵　　　570 4.13 勘定濟 □八 四〇〇 仝　　　人 353
〃 入金六百円也 受入 4.13 勘定濟 仝　　　人 353

〃 十二
日 入金三百圓也 受入 4.13 勘定濟 仝　　　人 353

〃 〃 正宗四合壜詰 拾本 十二日勘定濟 六 〇〇〇 中山駅員 353
〃 〃 黄双糖 弐貫匁　　　103 十二日勘定濟 二 〇六〇 岩岡商店 353
〃 十三 （入金参百円也受入二□） （栗原房吉） 勘定濟印が上から捺されているため金額一部推定 353
〃 〃 小麦二等 十二俵　　　600 4.13 勘定濟 七二 〇〇〇 栗原房吉 勘定濟印が上から捺されているため金額一部推定 353

〃 仝三等 百二十二俵　590 4.13 勘定濟 九 八〇〇 仝　　　人 勘定濟印が上から捺されているため金額一部推定 353

〃 仝四等 五十七俵　　570 4.13 勘定濟 三二四 九〇〇 仝　　　人 六十俵を五十七俵に訂正、金額五四二〇〇〇を訂
正ヵ 353

355 ページ左上部に「志田」の押印あり

四 一三
日 入金壱円九拾銭也 勘定濟 前田順蔵 354

〃 〃 焼酎 壱合 ㊢ 一〇〇 佐野仙蔵 354

〃 十四
日 白砂糖 一貫匁 十六日勘定濟 一 二三〇 嶋村登羅之助　處

之助 354

〃 〃 焼酎 九合 四月二十一日勘定
濟 一 〇〇〇 大谷佐吉郎 名前修正あり 354

四 十五 清酒 六升 4.17 勘定濟 七 五〇〇 川和神代講 354
〃 清酒（正一斗九升五合） 半墫 4.15 勘定濟 二〇 〇〇〇 都筑消防組 354

〃 十六 寿印正油 半樽 勘定濟 一 九〇〇 安田㐂重 354
〃 十七 天光糖 五百匁 ㊢ 五〇〇 林豊吉 354

〃 二十
二日 陽輝印正油 九合 勘定濟 四五〇 渡辺工夫 355

〃 二十
三 清酒 五升 4.24 勘定濟 五 五〇〇 煙草小賣人組合 355

〃 〃 寿印正油 半墫 ㊢ 一 九〇〇 前田順蔵 355
〃 廿五 二空酒樽 拾五本 ㊢ 一七 二五〇 井上利久 355

〃 玄米四等 壱俵 六月十三日勘定濟 八 三五〇 森忠一 355
〃 入金八円弐拾五 受入 六月十三日勘定濟 仝　　　人 355

〃 二六 寿印正油 半墫 ㊢ 一 九〇〇 内田初五郎 355

〃 二七
日 佐倉炭 六俵　百七十五瓩（十瓩　

六十六〇ヵ） 五月二十三日請取 一一 五五〇 都田煙草販賣所 355

〃 仝 十三瓩二分 五月二十三日請取 八七〇 仝　　　所 355
357 ページ左上部に「志田」の押印あり

四 二十
七 上清酒 九合 二十七請取 一 六二〇 萩埜伊勢松 356

〃 二十
八 □花印酒 壱斗 ㊢ 九 〇〇〇 秋元團八 356

〃 〃 右瓶代 ㊢ 二三〇 仝　　　人 356

〃 三〇
日 上清酒 壱升八合 勘定済 三 二四〇 平本團蔵 356

五 一 清酒 三升（□□、弐升七合勘定）五月三日請取 四 〇五〇 鮫嶋武 356
〃 〃 〃 壱升壜入弐本 ㊢ 二 一六〇 川和町役場 356
〃 二 清酒 壱升八合 五月三日請取 二 七〇〇 鮫嶋武 356
〃 〃 上清酒 九合 二日勘定済 一 六二〇 萩野伊勢松 356
〃 三日 石灰 二袋 ㊢ 六六〇 都田小學校 357
五 三 一川印種油 壱缶 五月三日請取 一一 七〇〇 佐野仙蔵 357
〃 四 入酒立縄 拾本 丈 0　㊢ 九〇〇 井上利久 357
〃 〃 入上改正 貮拾壱本 川三 0、㊢ 六 九八〇 井上利久 357
五 五 清酒 六升 五月七日　勘定済 八 〇〇〇 浅間社世話人 357
〃 六 寿印正油 四半樽 ㊢ 一 〇〇〇 志村一郎 357
〃 五 玉姫印白酒 四□壱本 五日請取 六五〇 石坂愛之助 357
〃 〃 玉姫印白酒□ 参本ヵ 五日請取 一 〇五〇 〃　　　人 357
〃 七 酒空樽 赤拾本 100 ㊢ 一〇 〇〇〇 井上利久 357

359 ページ左上部に「志田」の押印あり
五 六 入正油縄 100 本 □ 0　㊢ 八〇〇 井上利久 358
〃 一一 白鹿印酒 壱升 請取 一 五〇〇 農工支店 358
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 一四 楠誉印酎 壱瓶 ㊢ 七 八〇〇 杦浦増五郎 358

〃 〃 ■貝灰 弐叺 ㊢上一灰 
中一灰

三六〇 
三四〇 〃　　　人 ■は「上」の字に訂正の二重線が引かれている 358

〃 角又 五百匁 ㊢ 一 二五〇 〃　　　人 358
〃 〃 ワタ 五百匁 ㊢ 一 一〇〇 〃　　　人 358
〃 一七 玄米四等 十五俵 880 勘定濟 一三二ヵ 〇〇〇 栗原房吉 358
〃 〃 玄米五等 十五俵 855 勘定濟 一一八ヵ 二五〇 〃　　　人 358
〃 〃 入金弐百円也 受入勘定濟 仝　　　人 359

〃 〃 ■（亀甲に「穂」の字）
印醤油 壱升 請取五月三十日 四〇〇 萩原友次郎 ■は亀甲に「穂」。正夫を友次郎に訂正 359

〃 〃 黒砂糖 壱十匁 勘定濟五月二十五
日 七五〇 藤森光蔵 359

〃 一八 焼酎 壱升 請取五月三十一日 一 〇〇〇 大谷佐吉郎 金額欄 ｢九五〇｣ 二重線で消してある 359
〃 〃 キリンビール 二本 請取 六六〇 小川千代松 359
〃 一九 清酒 壱盃 ㊢ 一八〇 川俣㐂十郎 359
〃 〃 清酒 壱升 勘定濟 一 三〇〇 小川千代松 359
〃 二〇 陽輝印正油 半樽 勘定濟 二 七〇〇 栁下太善 359
〃 〃 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 内田初五郎 359

361 ページ左上部に「志田」の押印あり
五 二〇 寿印正油 半樽 五月二十日相濟 一 九〇〇 城所政治 360
〃 一 黄双ト 一貫匁 〃相濟 一 〇八〇 〃　　　人 360
〃 三 入金拾円八十 也 ㊢ 川和町役場 360
〃 〃 入金六拾六 也 ㊢ 都田小學校 360

〃 〃 寿印正油 半樽 五月二十一日勘定
濟 一 九〇〇 小林建具店 360

〃 二十
一 本直シ 壱升 勘定濟 一 三〇〇 飯塚金治 360

〃 二十
三 虎印石油 壱鑵 五月三十一日請取 二 四五〇 近藤加右衛門 360

〃 二十
四 白鳳サイダー 半打 請取 志田傳吉 360

〃 二十
四 玄米四等 拾俵 880 勘定濟 八八 〇〇〇 栗原房吉 361

〃 〃 〃〃五等 拾俵 855 勘定濟 八五 五〇〇 〃　　　人 361
〃 〃 寿印正油 半樽 勘定濟 一 九〇〇 信田俊三 361

〃 入金七拾円也 受入 勘定濟 栗原房吉 361

〃 二十
五 貝灰（上一　中一） 弐俵 2736. ㊢ 六三〇 横溝壱郎 欄上に「上貝は袋かたき［　］」とペン書きあり 361

〃 正宗二合瓶盃付 三十五本 六月三十日勘定濟 一〇 五〇〇 本郷　賣薬總會 361
五 二九 入金壱百円也 受入 勘定濟 栗原房吉 361
〃 三一 清酒 壱斗五升 中山口ヘ㊢ 一八 七五〇 相原長行 361
〃 〃 ■印十六□□ 壱樽 ㊢ 三 七五〇 〃　　　人 ■は亀甲に「万」ヵ 361

362 ページ欄外左中央部分に「■山万ゟ壱、長崎栄
壱、永久保壱、妙蓮寺壱、髙橋弘壱、酒店壱、長崎
順、森川壱

（■はΛ）」とペン書きあり
363 ページ左上部に「志田」の押印あり

六 一 キリンビール 二本 勘定濟 六六〇 毛木武 362

〃 四 黄双糖 五貫匁□ 四日請取 四 九五〇 佐江戸　岩岡菓子
店 362

五 三一
日 並白灰 拾袋 ㊢ 二 九〇〇 信田勝治 362

六 七 極上酒 壱升 6.28 勘定濟 一 八〇〇 □東川　徳田□□ 362
〃 〃 陽輝印正油 壱樽 七日勘定濟 三 六〇〇 内野百蔵 362

〃 〃 入金六拾参円七拾五 請取　勘定濟　玄
米代　□□受取 栗原房吉 362

〃 七 清酒 壱升 七日勘定濟 一 三〇〇 小川千代松 362
〃 〃 石灰 八袋 山王原口㊢ 二 六四〇 山王原講中 362
六 八 寿印正油 四半樽 6.8 勘定濟 一 〇〇〇 根本ハナ 363
〃 〃 寿印正油 半墫 ㊢ 一 九〇〇 前田順蔵 363
〃 〃 石炭 弐俵 ㊢ 六六〇 都田高等學校 363
〃 〃 極上酒 七升 6.28 勘定濟 判読不能 六〇〇 徳田□□ 363

〃 〃 蝦□神正印
壱樽　□二十五〆百五十
匁戻り [　　] 十八〆三百
匁

6.9 請取 四五 〇〇〇 小川園𠮷 363

〃 〃 大関印酒 九合 ㊢ 二 〇〇〇 都筑郡川和町役場 363
〃 〃 上清酒 九合 八日勘定濟 一 六二〇 萩野伊勢松 363
〃 九 陽輝印正油 九合 請取 四五〇 髙橋弘 363

〃 十一
日 陽輝印正油 四半樽 ㊢ 一 四〇〇 林豊吉 363

365 ページ左上部に「志田」の押印あり

六 一三 白大豆 参袋
㊢（21.180　
22.880　22-）

（六六〇□〇六十
匁）

二一 九七〇 鈴木貞三 364

〃 〃 入キリンビール通箱 貮拾五箇 ㊢ 20 一 二五〇 井上利久 364
〃 一五 陽輝印正油 壱樽 請取 三 六〇〇 森利衛 364
〃 〃 キリンビール 三本 ㊢ 九〇〇 渡瀬猛 364

六 十五
日 陽輝印正油 □ ㊢八月十三日請取 一 〇〇〇 中山戸市 364
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 十六
日 醤油粕 壱俵 六月十七日請取 八〇〇 小嶋松義 364

〃 十九 楠誉印酎 壱瓶 ㊢ 七 八〇〇 杉浦増五郎 364
〃 〃 清酒 壱升入壱本 ㊢ 三八〇 〃　　　人 364
六 二一 楠誉印酎 壱瓶 ㊢ 七 七〇〇 萩野熊吉 365
〃 〃 入金七円五拾 支分受入 ㊢ 仝　　　人 365
六 〃 正宗二合造 五十五本 二十一日請取 一六 五〇〇 署長送迎会有志 365

〃 二十
二日 寿印正油 半墫 二十二日請取 一 九〇〇 前田作蔵 365

〃 〃 寿印正油 半墫 ㊢ 一 九〇〇 内田初五郎 365
〃 〃 楠誉印酎 壱瓶 ㊢ 七 六〇〇 杉浦定吉 365
〃 〃 入金参円八拾銭也受〆 ㊢ 内田初五郎 365

〃 二五 虎印石油 壱鑵 六月廿五日請取 二 三〇〇 警部補　関野警部
補 365

〃 二七 寿印醬油 半墫 ㊢ 一 九〇〇 前田順蔵 365
366 ページ右上部に「九」と記載あり、367 ペー
ジ左上部に「志田」の押印あり

五 三〇 酒空樽 壱本 ㊢ 一 七八〇〇 相原長行 金額欄訂正あり 366
六 二九 清酒 九合 ㊢ 一 三五〇 大谷佐吉郎 366
〃 〃 天光糖 ㊢ 五〇〇 〃　　　人 366
〃 三十 入金参圓八拾 也 ㊢受入 前田順蔵 366
〃 〃 入金弐圓九拾 也 ㊢〃 信田勝治 366

二七 入正油空樽 十二本　上改九　1111
－ 0 ヵ　寿三　2 × 6 ヵ ㊢ 三 五一〇 井上利久 366

六 一九 入正油空樽 九本　上改三　111
二〇ヵ　寿六　1120 ㊢ 二 四六〇 〃　　　人 366

〃 七〃 入正油空樽 九本　上改三　111
二〇ヵ　寿六　1120 ㊢ 二 四六〇 〃　　　人 366

七 一 入正油空樽 拾九本　上改 10　111-
0 ヵ　寿 9.　11 × 0 ヵ ㊢ 五 二六〇 〃　　　人 367

〃 〃 地廻り樽 拾五本 ㊢ 一七 二五〇 〃　　　人 367
〃 〃 入金弐拾円九拾参 ㊢受入 〃　　　人 367
〃 〃 石灰 壱俵 請取　七月十日 三三〇 鮫嶋武 367
〃 一 富久娘印壱升 壱本 ㊢ 一 七五〇 角田収作 367
〃 二 乕印石油 四鑵 勘定済　7.16 九 一〇〇 水揚げ用小嶋佐七 367
〃 〃 石灰 壱袋 勘定済 三三〇 近藤嘉右衛門 367
七 二日 石灰 参袋 請取 九九〇 平本作次郎 367
〃 〃 味醂 五合 ㊢ 九〇〇 相原忍 367

369 ページ左上部に「志田」の押印あり
七 二 入金拾参円八拾五 受入㊢ 相原忍 368
〃 三 黄双糖 五斤 勘定濟　三日 九〇〇 広田花崖 368
〃 〃 白砂ト 弐斤 勘定濟　三日 四四〇 〃　　　人 368
〃 〃 玄米三等 9.75 五俵 7.16　勘定濟 四八 七五〇 中山恒吉 金額欄「四九〇〇〇」を二重線で消してある 368
〃 三 白鳳サイダー 六本 7.-31 請取　三日 六〇〇 園部軍□ 368
〃 四 寿印正油 四半樽 請取 一 〇〇〇 鈴木毎雄 368
〃 〃 白鳳サイダー 半打 四日　請取 七八〇 小林巡査 368
七 〃 虎印石油 参鑵 7.16 勘定濟 七 一二五 水揚げ用小嶋佐七 數量欄の右上に「〇に合」の印あり 368
七 四 キリンビール 壱打 7.4 勘定濟 三 七〇〇 前田収治 369

〃 金線サイダー 壱打 7.4 勘定濟 一 八七〇 仝　　　人 369
〃 ザラメ糖 壱貫目 7.4 勘定濟 一 〇五〇 仝　　　人 369

七 五午
前 虎印石油 7.16 ■弐缶 （先方使） 勘定濟 四 七五〇 水揚用小島佐七 ■は〇の中に「合」、數量訂正あり、金額欄

「一一八八〇」を二重線で消してある 369

〃 〃午
後 仝 7.16 ■弐缶 （先方使） 勘定濟 四 七五〇 仝　　　人 ■は〇の中に「合」 369

〃 〃 仝 7.16 ■四缶 （当方泰三） 勘定濟 九 五〇〇 仝　　　人 ■は〇の中に「合」 369
〃 入金七円八拾銭 受入　㊢ 中山惣三郎 369
六 楠誉印酎 壱樽 ㊢ 七 八〇〇 〃　　　人 369

〃 〃 入金弐拾壱円五拾七 也 入㊢ 鈴木貞三 369
371 ページ左上部に「志田」の押印あり

七 七 乕印石油 ■　壱鑵 7.16　勘定濟 二 三七五 北 八 朔 □ 利 組 合　
小嶋佐七

壱と二三七五は赤字、■は〇の中に「合」數量欄に
「四」とあるが二重線で消してある 370

〃 〃 赤下空樽　地廻り樽 五本　五本 ㊢ 井上利久 370
〃 八 入弐拾弐円五拾銭也 受入　㊢ 杉原長行 370
〃 九 サイダー代 不足 請取 五〇〇 嶋村登羅之介 370
〃 〃 キリンビール 壱打 九日　勘定濟 三 六〇〇 中山駅助役 金額欄に「一八〇〇」と書いて二重線で消してある 370
〃 〃 右入（半打分） 箱代 九日　勘定濟 一〇〇 〃　　　人 370
〃 〃 ■印正油 四半樽 十日　勘定濟 一 二〇〇 鉄道路工夫 ■は亀甲に「ホ」 370
〃 〃 右入樽 代 十日　勘定濟 二〇〇 〃　　　人 370
七 五日 入金五圓弐拾四 也入ル ㊢ 川和町役場 371

〃 一〇 入正油　上改七本　徳寿
七本 ㊢ 井上利久 371

〃 〃 入キリンスカシ□ 拾個 ㊢ 〃　　　人 371
〃 〃 地廻り空樽 拾本 ㊢ 〃　　　人 371
〃 〃 入金八円拾八銭也　受入 ㊢ 杉浦増五郎 371
〃 一一 並白灰 壱袋 ㊢　中里村口座 三三〇 中村小學校 371
〃 十五 並白灰 壱袋 ㊢ 三三〇 前田順蔵 氏名欄「蔵」を書き直しあり 371
〃 一七 弐合壜詰 五拾本 7.20　勘定濟 五 〇〇〇 中丸峯蔵 371
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 〃 ユニオンビール印入灰皿 弐十ケ 十七日　勘定濟 一 〇〇〇 城田□松 371
373 ページ左上部に「志田」の押印あり

七 十七 清酒 壱斗五升 七月十七日　勘定
濟 二〇 二五〇 信田平吉 372

〃 十九 並白灰 壱俵 ㊢ 一 二三〇 都田小學校 372
〃 二〇 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 内田初五郎 372

〃 二一
日 陽輝印正油 半樽 ㊢ 二 七〇〇 前田浅吉 372

〃 二二 焼酎 壱升 二十二日　勘定濟 九五〇 前田甚五兵ヱ 372
〃 〃 キリンビール 弐本 〃　勘定濟 六六〇 〃　　　人 金額欄「九九〇」と書いて二重線で消してある 372
〃 〃 白砂糖 五百匁 〃　勘定濟 六七〇 〃　　　人 372

〃 二四 入金四圓五拾 也 ㊢ ■ □ 社 ヨ リ 受 入　
町制施行委員会 ■は∧の下に「万」 372

〃 二四
日

入金壱圓五拾 也受入
（八、九、二□□） ㊢ 川和区 373

〃 〃 清酒 六升七合 二十四日　勘定濟 八 〇〇〇 虫送り　川和区 373

〃 二五 入四十七本内□　 上改正　特青 三十本　十七本　
㊢ 井上利久 373

〃 酢空樽 三本　77.0 ㊢ 二 三一〇 仝　　　人 373
〃 赤下樽 三本 1.05 ㊢ 三 一五〇 仝　　　人 373

〃 二七 寿印正油 半樽 二十七日　請取 一 九〇〇 小村吉五郎 373
〃 〃 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 前田作蔵 373
〃 二八 清酒 九合 ㊢ 一 六二〇 川和町役場 373
〃 三〇 〃 四半樽 請取 一 〇〇〇 吉村市郎 373

375 ページ左上部に「志田」の押印あり
七 三〇 根□炭 八二五瓩 9.22 請取 三七 九五〇 杉田煙草販賈所 374
〃 三一 焼酎 代ヵ 請取 五○○ 青木光重 374
八 一 清酒 壱斗 8.2 請取 一二 二○ 宿講中 374
〃 二 清酒 貳升 8.2 請取 二 四〇 宿講中 374
〃 三 入金壱円九拾 受取 ㊢ 内田初五郎 374
〃 〃 上醤油 半樽 請取 二 七○○ 加賀一雄 374
〃 〃 右樽代 ■ 二〇〇 仝　　　人 ■は〇の中に「戻」 374
〃 5 キリンビール 二本 ㊢ 六六〇 廣瀬猛蔵 日付欄に ｢四｣ と書いて二重線で消してある 374
八 八 印石油 壱鑵 ㊢ 二 四五〇 近藤嘉右衛門 375
〃 九 並白灰 弐袋 33 ㊢ 六六〇 都田小學校 375

〃 十三
日 寿印正油 半樽 十三日請取 一 九〇〇 長崎滋一郎 375

〃 〃 寿印正油 四半樽 十三日請取 一 〇〇〇 根本ハナ 金額欄 ｢請取｣ に重ねて判読不明の朱印あり 375
〃 〃 入金壱円〇銭也 ㊢ 中山戸市 375
〃 十四 焼酎 壱升 九月十三日勘定濟 勘定濟 飯塚金治 金額の上に勘定濟印押印のため判読不能 375
〃 〃 黒砂ト 壱貫匁 勘定濟 勘定濟 〃　　　人 金額は七八〇ヵ 375
〃 十五 清酒 九合 ㊢ 一 三五〇 蒔田梅吉 375
〃 〃 焼酎 九合 ㊢ 九五〇 〃　　　人 375

377 ページ左上部に「志田」の押印あり
八 十六 入醤油樽　上改 拾弐本入 （32）㊢ 三 八四〇 井上利久 376
〃 〃 酢空樽 弐本 ㊢ 一 六○○ 〃　　　人 376
〃 〃 陽輝印正油 九合 ㊢ 四五〇 小林巡査 376
〃 二〇 上清酒 壱升 二〇勘定濟 一 六二〇 荻野伊勢松 376
〃 〃 寿印正油 半樽 四日ヵ請取 一 九〇〇 内田初五郎 376
〃 二一 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 前田順蔵 376
〃 二二 黄双糖 弐貫匁 104 勘定濟 二 〇八〇 佐江戸岩岡商店 376
〃 二二 白ポートワイン 五合 勘定濟 五○○ 荻原工夫 金額欄 ｢一○○○｣ を二重線で消してある 376
〃 二三 清酒壱升詰 参本 1-8 二十五日請取 三 二四○ 中山ウラ 377
〃 二四 黄双糖 弐貫匁 四日勘定濟 二 〇八〇 岩岡商店 金額欄に判読不明の文字あり 377
〃 〃 焼酎 壱升 二十日勘定濟 九五〇 前田甚五兵衛 377
〃 二四 清酒 弐升 請取 二 一六〇 中山ウラ 377
〃 二五 麒麟麦酒 壱打 二十五日請取 三 七○○ 日電會社 377
〃 二七 寿印正油 四半樽 請取 一 〇〇〇 西八朔松下島三 377
〃 二八 根炭正此〆九百匁 壱俵 ㊢ 八九〇 小林武次 377

〃 二十
九 松印醤油 （一酎十五 共）半樽代不

足 ㊢ 四五〇 飯嶋浪蔵 金額欄 ｢四○○｣ を二重線で消してある 377

〃 〃 清酒 九合 勘定濟 一 三五〇 安田㐂重 377
379 ページ左上部に「志田」の押印あり

八 三十 寿印正油 四半樽 ㊢ 一 〇〇〇 吉村市蔵 378
〃 〃 右入樽 代 品戻り 二〇〇 〃　　　人 378

〃 三十
一 石灰 貳袋 ㊢ 六六〇 都田青年會御中 378

九 二 ■印醤油 半樽 ■（済の異体字） 二 三〇〇 觀音時 ■は亀甲に「ホ」 378
〃 二 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 前田作造 378
〃 〃 入金 先ぐ ㊢ 一 九〇〇 〃　〃 378
〃　　三 黄双糖 参貫匁　109 三日勘定濟 三 二七〇 岩岡商店 378
九 一 入金四拾円也 受入 ㊢ 秋元團八 378
九 四 入金七円七十 受入 ㊢ 萩野熊吉 379
〃 〃 楠誉印酎 壱瓶 ㊢ 七 七〇〇 〃　　　人 379
〃 六 入金七円弐拾 受取 ㊢ 徳江成次郎 氏名欄 ｢確蔵｣ を二重線で訂正 379
〃 〃 虎印石油 壱本 ㊢ 近藤嘉兵衛 379



― 134 ―

月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 七 陽輝印醤油 壱樽 樽代二十六□引　
請取 三 七〇〇 森利衛 379

〃 〃 陽輝印正油 四半樽 勘定濟 一 四〇〇 安田㐂重 379
〃 〃 清酒 壱升 勘定濟 一 三五〇 〃人 379

〃 一〇 ■印醤油 壱樽 3.650 ㊢ 三 六五〇 相原長行 ■は亀甲に「万」、金額欄 ｢八〇〇｣ を ｢六五〇｣
に訂正 379

〃 二〇 上清酒 四升 180 ㊢ 七 二〇〇 徳江浅治郎 379
381 ページ左上部に「志田」の押印あり

九 十 上清酒 九合 9.10 勘定濟 六二〇 萩野伊勢松 380
〃 十一 寿印醤油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 内田初五郎 380
〃 十一 寿印醤油 四半樽 十一日　勘定濟 一 〇〇〇 金子七五郎 380
〃 〃 右入樽 代 勘定濟 二〇〇 〃　　　人 380
〃 二 入金壱円九拾 也 受入㊢ 内田初五郎 380
〃 十二 味噌空樽 大　壱樽 ㊢ 九〇〇 佐野仙蔵 380
〃 十三 清酒 代 十五日勘定濟 六〇〇 鏡医師 金額欄 ｢六五〇｣ を ｢六〇〇｣ に訂正 380
〃 〃 上清酒 九合 十一日勘定濟 一 八〇〇 柳下太善 380
〃 〃 上清酒 半樽　正二斗 九月十七日請取 三二 五〇〇 嶋村俊蔵 381
〃 〃 右入樽 半分代 九月十七日請取 九〇〇 〃　　　人 金額欄 ｢一｣ 円が消えたようになっている 381
〃 一三 一久印味噌 四〆五百匁入壱樽 十三日勘定濟 二 四〇〇 森亀次 381
〃 〃 一久印味噌 四〆五百匁入壱樽 西店分へ㊢ 二 四〇〇 子爵柳沢光□ 381
〃 一三 入金壱円九十 也 受入㊢ 前田順三 381

〃 一五 石灰 拾俵 九月二十四日請取 一二 三〇〇 谷本校へ届　都筑
聠令壱年團 381

〃 一六 清酒 壱斗 十九日勘定濟 一二 〇〇〇 平本順太郎 381
〃 一七 ■印醤油 壱樽 十九日勘定濟 三 三〇〇 〃　　　人 ■は亀甲に「ホ」 381
〃 十六 寿印正油 四半樽 十九日勘定濟 一 〇〇〇 斉藤ヤス 381

佐野桂助 第　號　證　一金壱圓也　右之金額相渡申候也　昭
和九年十二月十六日　佐野桂助印　中山恒三郎商店

382 ～
383 に
挟まれて
いた紙

383 ページ左上部に「志田」の押印あり

九 十七
日 焼酎 九合 佐ヱ戸口㊢ 九五〇 和田文蔵 382

〃 〃 清酒 九合 佐ヱ戸㊢ 一 三五〇 〃　　　人 382
〃 一九 正宗弐合壜詰 四十本 十九日勘定濟 一〇 〇〇〇 平本順太郎 金額欄に判読不明の文字あり 382

〃 二〇 寿印醤油 四半樽 請取 一 〇〇〇 佐野桂助 ｢半樽｣ を ｢四半樽｣ に訂正、｢九〇〇｣ 銭を
｢〇〇〇｣ に訂正 382

〃 二二 清酒 参升也 九月廿四日請取 四 五〇〇 長崎滋一郎 382

〃 二十
五 清酒 代 請取 六〇〇請

取 鏡医院 382

〃 二十
五日 正宗弐合壜詰 五十本 九月廿六日請取 五 〇〇〇 中山㐂代司 382

〃 〃 ■印醤油 壱樽 二十五日相濟 三 八〇〇 関野警部補 ■は亀甲に「万」 382
〃 〃 虎印石油 壱鑵 二十五日相濟 二 四〇〇 関野警部補 383
〃 二九 寿印正油 半樽 二十五日請取 一 九〇〇 嶋村秀吉 383

〃 〃 寿印正油 半樽 十月五日日勘定濟 一 九〇〇 大橋豆腐店　白井
義蔵 383

〃 〃 キリンビール 壱本 三十日請取　□ 三〇〇 町山重次 □は「卸」ヵ、金額三三〇を二重線で消してある 383
〃 〃 入醤油樽 拾二本 ㊢ 井上利久 383

入醤油縄 二丸　100 本 ㊢ 〃　　　人 383
〃 三〇 陽輝印正油 半樽 三十日請取 二 七〇〇 内野百蔵 383
一〇 一 寿印正油 半樽 十月一日勘定濟 一 九〇〇 小村吉五郎 383

〃 二 清酒一升詰 五本 勘定濟 五 五〇〇 岩間運轉手　森幸
次 383

385 ページ左上部に「志田」の押印あり
々 二 入醤油樽 六本 ㊢ 井上利久 月欄に書き損じあり 384
〃 〃 入醤油縄 拾本 ㊢ 〃　　　人 384
〃 〃 寿印醤油 壱樽 十月二日請取 二 七五〇 源東院 384
〃 〃 並白灰 弐袋　33 ㊢ 六〇〇 都田本校 384
〃 五日 並白灰 四十四袋　29 ㊢ 壱弐 七六〇 川和町役場 384

〃 五日 正宗弐合壜詰 五十五本　25 ㊢　口取帳へ記入
者 壱参 七五〇 中山春治 384

〃 〃 右付盃 五十五ケ 15 ㊢　口取帳へ記入
者 八二五 〃　　　人 384

〃 六 清酒 参升　但シ下最寄日待之
神酒 十月六日請取 五 〇〇〇 大谷丑太郎 384

〃 清酒 六升 十月三十一日請取 七 五〇〇 八幡神社 385
〃 〃 清酒 壱升 1014　請取 一 二〇〇 城所文次郎 金額欄「1019」を二重線で消してある 385
〃 七 清酒 代 請取 六〇〇 鏡医院 385
〃 〃 玄米 壱俵 ㊢ 中山幸三郎 385
〃 〃 ゴズ炭 壱俵 ㊢ 五七〇 農薬工場 385
〃 八 仝 壱俵 ㊢ 五七〇 〃　工場 385
〃 〃 清酒 弐斗 十月十二日請取 二三 〇〇〇 青木啓次郎 385
〃 〃 天光糖 五百匁 十月十二日請取 五四〇 仝　　　人 385
〃 〃 並白灰 参袋 ㊢ 九九〇 都田小學校 385

387 ページ左上部に「志田」の押印あり
一〇 九 天光糖 代 ㊢ 五〇〇 林豊吉 386
〃 〃 並白灰 弐叺 ㊢ 六○○ 都田小學校 386
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 一〇 正宗弐合 弐拾弐本 請取、十日 六 六〇〇 中山長泉寺 386
〃 〃 清酒 壱升詰 ㊢ 一 二〇〇 中山幸三郎□ 金額欄「〇八〇」の二重線で消してある 386
〃 〃 入酒空樽 神正 1 八烏 1 貳本 ㊢ 井上利久 386
〃 〃 入醤油空樽 改正　拾弐本 ㊢ 〃　　　人 386
〃 〃 ゴズ炭 壱俵 ㊢ 五七〇 農薬工場 386
〃 並白灰 弐袋　33 ㊢ 六六〇 都田小學校 386
〃 十三 種水 壱升 請取、十三日 七〇〇 青木啓次郎 387
〃 〃 入清酒 弐升 済 〃　　　人 387
〃 〃 寿印醤油 四半樽 ㊢ 一 〇〇〇 中山幸三郎奥 387
〃 〃 入キリンビール 壱打入 ㊢ 三 九六〇 〃　　　人 387

〃 〃 清酒 弐升 請取 二 〇〇〇
八幡神社舞台掛の
為使大谷孜治郎西
店より

387

〃 〃 清酒 参升　150 勘定濟、十九日 四 五〇〇 前田甚五兵ヱ 387

〃 十四
日 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 前田作蔵 387

〃 〃 入金　壱円九拾銭也　 ㊢ 〃　　　人 387
〃 〃 清酒 九合 請取　十四 一 〇八〇 飯塚金治 387

389 ページ左上部に「志田」の押印あり
一〇 一四 種油 壱升 請取　十四 七〇〇 飯塚金治 388
〃 〃 天光糖 壱百□匁 請取　十四 一 一二〇 〃　　　人 388
〃 〃 糯米 六升 ㊢ 中山幸三郎 388
〃 〃 入正油樽 十二本 ㊢ 井上利久 388
〃 一五 清酒 七升　120 請取　十月十七日 八 四〇〇 八幡神社 388
〃 〃 清酒 参升　1.20 請取　十月十七日 三 六〇〇 三ノ宮秀男 388
〃 〃 上清酒 弐升　1.62 請取　十五日 三 二四〇 萩野伊勢松 388
〃 一二 ゴズ炭 弐俵 ㊢ 一 一四〇 農薬工場 388
〃 〃 虎印石油 弐鑵 ㊢ 四 七五〇 農薬工場 389
〃 一五 陽輝印醤油 壱樽 請取　十五日 三 六五〇 内野正次 389
〃 〃 玄米 壱俵 ㊢ 中山幸三郎 389
一〇 一六 清酒正宗二合 七拾本　 勘定濟　十九日 二一 〇○○ 前田甚五兵衛 389

〃 清酒 二升七合 勘定濟　十九日 四 〇五〇 仝　　　人 389
一〇 一七 貴泉印 壱樽 10-22 勘定濟 三九 〇○○ 慈雲教會所 389

〃 入金五円也 勘定濟　受入 仝　　　所 389

一〇 一五 酒粕拾参樽 正二百六十八〆八百匁 〆匁三十三〇銭　
請取十月十九日 八八 七〇〇 村田忠一 389

〃 〃 右樽 十三本代 　一一五〇　十月
十九日請取 一四 九五〇 仝　　　人 品名數量欄横に「右□□□九月十五日分デス」とペ

ン書きあり 389

391 ページ欄外に朱印あり「志田」

一〇 一五 酒粕三樽 正味八十五〆匁
勘定濟　〆
三十三〇　十二月
三十一日

八 〇五〇 村田忠一 390

〃 右樽代 四本 勘定濟　　十二月
三十一日 四 〇○○ 仝　　　人 390

一〇 一七 砂糖ボール函　かけ袋 貳拾枚（40）貳拾枚（8） ㊢ 四八〇 中山幸三郎 390

一〇 一八 陽輝印 半樽 ㊢　志村光雄口座
へ 二 七〇〇 石川　森亀治 390

〃 〃 右樽 壱本 ㊢　志村光雄口座
へ 二〇〇 仝　　　人 390

〃 〃 入醤油樽 33　拾五本 支払済　十九日 四 九五〇 荒井半兵ヱ 390
〃 〃 入醤油樽 27　拾七本 支払済　十九日 四 五九〇 〃　　　人 390
〃 〃 仮渡　入味噌空樽　 弐本入 ㊢ 井上利久 390

〃 二一 佐渡　味そ樽 壱本 請取 三六〇 警察署内　本多高
等係 391

〃 二三 寿印正味 壱樽 請取　二十五日 二 五〇〇 佐野仙蔵 391
〃 〃 清酒 二升五合 請取　二十五日 三 〇○○ 仝　　　人 391
〃 〃 清酢 九合 請取　二十五日 三六〇 仝　　　人 391
〃 〃 清酒 壱斗 請取　1025 七二 〇○○ 平本助次郎 391
〃 〃 正宗弐合壜詰 五拾本 請取　1025 一四 〇○○ 〃　　　人 391
〃 二四 ■印醤油 壱樽 請取　1025 三 三〇〇 〃　　　人 ■は亀甲に「ホ」 391
〃 二五 虎印石油 壱鑵 請取　1025 二 四五〇 関野警部補 391
〃 〃 陽輝正油 半樽 請取　1025 二 七〇〇 川和町　瑞雲寺 391

393 ページ左上部に「志田」の押印あり

十 二十
五 二合壜詰 二百五十本 勘定濟 六〇 〇〇〇 小嶋藤作 392

一〇 二六 正宗二合瓶 壱百本 請取　十月三十
日ヵ 三〇 〇〇〇 遠藤カタ 392

〃 二七 寿印醤油 半樽 請取　二十七日 一 九〇〇 信田修三 392
〃 〃 佐倉ズミ 一俵 請取 一 九七〇 城所政次 392

〃 二九 入金　壱円九十二銭　受
入 ㊢ 前田順蔵 392

〃 〃 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 〃　　　人 392
〃 〃 清酒 九合 請取 一 三五〇 前田甚五兵衛 392
〃 〃 焼酎 九合 請取 九五〇 〃　　　人 392
〃 〃 寿印正油 半樽 請取　 一 九〇〇 鈴木毎雄 393
〃 〃 清酒 壱斗 請取　十一月二日 一〇 五〇〇 中山秀蔵 393
〃 三〇 清酒 五升 請取　十一月二日 五 二五〇 〃　　　人 393
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 〃 上清酒 九合 請取　三〇日 一 六二〇 萩野伊勢松 393
〃 三一 清酒 二升 請取　十一月二日 二 一〇〇 中山秀蔵 393
〃 〃 清酒 代　吉盃 勘定濟 二〇〇 中山千代吉 金額欄に二重線で消した「一五〇」あり 393

拾一 一 虎印石油 壱鑵 卸　勘定濟　
十一・一日、 二 三五〇 上谷本　髙橋マス 、金額欄の「上□□」を赤二重線で消してある、 393

〃 二 寿印醬油 半樽（樽代共） ㊢ 二 一〇〇 電気会社内　鈴木
工夫 393

〃 〃 清酒 三升（壱升共参本） 勘定済　十一月二
日　 三 九〇〇 八幡神社建築委員

会 393

395 ページ左上部に「志田」の押印、左中央部に「製
造煙草買受帳」と印刷あり 395 ページから用紙が
変わり（以降最後のページまで）、項目も「月日」「名
稱」「包裏別」「個數」「代金」「買受先」と変わって
いるが、「品名」として「名稱」「包裏別」をまたい
で使用しているほかはこれまでの一覧と対応させて
使用しているためそのままとする

十一 二 陽輝印正油 四半樽 ㊢ 一 四〇〇 中山戸市 394
〃 〃 四合正宗壜詰 参本　六〇キろヵ 請取　二日 一 八〇〇 日電会社 394
〃 三 清酒 九合 ㊢ 一 三五〇 中山惣三郎 394

〃 四 入醤油樽 一八本入　上改正白 
　　　　　　　青 6

40　支拂濟 
26

四 
一

八〇〇 
五六〇 井上利久 金額欄「六六〇」の内最初の「六」を二重線で消し

て「五」に訂正している 394

〃 五 入金　拾六円也　受入 ㊢ 川和町役場 394
〃 〃 入金　一円六拾五銭也 ㊢ 都田小學校 394
〃 〃 入金　六拾六銭也 ㊢ 川和青年團 394

〃 二十
二 寿印醬油 四半樽 ㊢ 一 〇〇〇 吉村市郎 394

九、
一一 七 清酒 九合 七日請取　 一 六二〇 萩野伊勢松 395

〃 〃 陽輝印 半樽 七日請取　 二 七〇〇 〃　　　人 395
〃 〃 陽輝印 半樽 ㊢ 二 七〇〇 林豊吉 395
〃 〃 天光糖 四百七十六匁 ㊢ 五〇〇 〃　　　人 395
一一 八 上清酒 壱升八合 ㊢ 三 二四〇 川和町役場 395

九 並石灰 壱袋 ㊢ 三〇〇 都田小學校 395
一二 上清酒 九合 十二日請取　 一 六二〇 萩野伊セ松 395
一四 五、味ソ 壱樽（□四〆五百匁入） 十四日請取　 二 四〇〇 髙橋弘 395

〃 〃 両國橋印 五升　1.90 十四日請取　 九 五〇〇 野毛町　中島襖紙
店 395

一五 焼酎 九合 ㊢ 九五〇 和田文蔵 395
397 ページ左上部に「志田」の押印あり

一一 一五 入醤油樽　上改正 六本　40 支拂濟 二 四〇〇 井上利久 396
〃 入　　〃　上特青 拾弐本　30 支拂濟 二 六〇〇 〃　　　人 396
十七 ■印正油 九合 二十日　請取　 四〇〇 萩野工夫 ■は亀甲に「ホ」 396
十八 清酒 壱斗五升 請取　 五 六〇〇 小島熊治郎 396
〃 右の樽代 請取　 一 六〇〇 〃　　　人 396
〃 入金拾円也 受入 請取　 一〇 〇〇〇 〃　　　人 396
〃 楠誉印 壱瓶 ㊢ 七 七〇〇 杉浦増五郎 396
〃 入金弐円七十銭 ㊢ 〃　　　人 396
十九 白ポートワイン 五合 二十日　請取　 五〇〇 萩野工夫 396

（斜線） 396
〃 二〇 上清酒 九合 請取　 一 六二〇 萩野伊勢松 397
〃 一九 清酒 壱升 十九日　請取　 一 二〇〇 石渡寅吉 397
〃 二二 精糖　　　1.39 弐貫匁 二十二日　勘定濟 二 七八〇 嶋村登羅三郎 397
〃 〃 黄双糖　　1.09 参貫五百匁 二十二日　勘定濟 三 八二〇 〃　　　人 397
〃 二三 清酒 九合 二十三日　請取　 一 三五〇 前田甚五兵ヱ 397
〃 〃 焼酎 一升 二十三日　請取　 九五〇 〃　　　人 397
一一 二二 陽輝印正油 壱樽（正味） 勘定濟 三 五〇〇 三留鑑 397
〃 〃 楠誉印酎 壱瓶 勘定濟 七 八〇〇 〃　　　人 397

〃 二十
四日 清酒 二升 12.9 勘定濟 二 六〇〇 中山彦左衛門 川和區分を二重線で訂正 397

〃 〃 清酒 七升 ㊢ 九 一〇〇 川和町役場 397
399 ページ左上部に「志田」の押印あり

一一 二四 清酒 二升 ㊢ 二 六〇〇 川和町役場 398
〃 〃 入立縄 拾本入 支拂濟 九〇〇 井上利久 398
〃 〃 清酒 代 請取　 六〇〇 境医師 七〇〇銭を六〇〇に訂正、鏡医師の間違えヵ 398
〃 二七 味噌空樽（佐渡味噌） 壱本 勘定濟 三六〇 岡野警部補 名前の野を紙張りで訂正 398
〃 〃 清酒 六升 十二月一日　請取　 七 五〇〇 八幡神社 398
〃 二八 清酒 壱舛 勘定濟 一 三〇〇 三留鑑 398
〃 〃 寿印正油 半樽 ㊢ 一 九〇〇 前田順蔵 398
〃 三〇 正宗二合瓶詰　28 五十五本 十二月一日　請取　 一五 四〇〇 青木啓次郎 398
〃 二九 清酒 壱升八合 十二月二日　請取　 二 一六〇 中山広造 398
〃 三〇 ■印正油 壱樽 十二月一日　請取　 三 八〇〇 青木啓次郎 ■は亀甲に「万」 398
十二 一 寿印正油 半樽 勘定濟 一 九〇〇 長崎慈一郎 399
〃 二 清酒 壱斗五舛 勘定濟 一九 五〇〇 三留鑑 399
〃 〃 清酢 五合 勘定濟 二〇〇 〃　　　人 399

〃 天光糖 壱貫匁 勘定濟 一 〇五〇 〃　　　人 399
〃 黒砂糖 五貫匁 勘定濟 三八〇 〃　　　人 399

〃 〃 焼酎 一升 請取　 九五〇 前田甚五兵ヱ 399
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月 日 品名 数量
金額

氏名 備考 （頁）
円

〃 三 入金壱円八十銭也 受入 ㊢ 前田順蔵 399
一一 一五 入立縄 拾本入 支拂濟 九〇〇 井上利久 399

一二 三 入醤油樽　新白 45
　　　　　　　□

六本 
一本 勘定濟 三 一〇〇 〃　　　人 399

〃 〃 石油空鑵　　29 □ 九本 勘定濟 二 六一〇 〃　　　人 399
401 ページ左上部に「志田」の押印あり

一二 三 油空鑵　　23 拾弐本 支拂濟 二 七六〇 井上利久 品名の「23」は「包裏別」欄にあり、「二五六〇」
を「二七六〇」に訂正 400

〃 四 上清酒　　1.62 壱升八合 ㊢ 三 二四〇 川和町役塲 品名の「1.62」は「包裏別」欄にあり 400
〃 五 入金拾四圓九拾四銭也 ㊢ 〃　　役塲 400
〃 〃 上清酒　 九合 ㊢ 一 六二〇 〃　　役塲 400
〃 七 焼酎 代 請取 五〇 大谷弥八 400
〃 〃 虎印石油 壱鑵 ㊢ 二 四五〇 近藤嘉右エ門 400
〃 八 上清酒　 九合 請取 一 六二〇 荻野伊勢松 400
〃 八 清酒代 勘定濟 五〇〇 藤浦憲次 400
〃 九 陽輝印正油 半樽 勘定濟 二 七〇〇 妙蓮寺 400

〃 十一 入清酒空樽　白八□ .80 
地二　1.40 □ 拾本 12.26　勘定濟　 

勘定濟
二 
二

四〇〇 
八〇〇 井上利久 □は虫損により不明 400

〃 一三 一川印種油 壱箱 ㊢ 一一 六〇〇 佐野仙蔵 401
〃 一四 清酒 代 請取 六〇〇 境医師 401

〃 一四
酒樽 
正油樽 
酒□□瓶□□ 
正油右□

四本、白地廻り 1.40 
拾貳本上改正 40 
一□　90　十本 
一□　40　五十本

十二月（　）日　
勘定濟

五 
四 

 

六〇〇 
八〇〇 
九〇〇 
四〇〇

井上利久 「名稱」欄に 4 行の品目を書いた別の紙を貼り付け
ている 401

〃 一四 焼酎 代 ㊢ 一〇〇 佐野仙蔵 401
〃 一七 上清酒　 壱升八合 1.62 ㊢ 三 二四〇 岩沢信治郎 401
〃 〃 上清酒　壱升詰 五本 1.80 二十三日　勘定濟 九 〇〇〇 山田マツ 401
〃 〃 二合壜詰 九十本 勘定濟 二七 〇〇〇 小嶋㐂作 401
〃 〃 清酒 九合 勘定濟 一 三五〇 〃　　　人 401
〃 〃 黒砂ト 一〆め 勘定濟 六八 〃　　　人 401
〃 〃 上清酒　　1.62 九合 勘定濟 一 六二〇 萩野伊勢松 401

403 ページ左上部に「志田」の押印あり
一二 一八 焼酎 一合 ㊢ 一〇〇 佐野仙蔵 402
〃 一八 焼酎 半瓶 勘定濟 三 九〇〇 三留鑑 402

〃 右品代 樽帳ニ□□ 〇 〃　　　人 402
〃 一九 都笹印壱升 壱升 勘定濟　濟 一 二〇〇 小嶋㐂作 402
〃 二〇 黄双糖 七貫刄　　1.170 （　）日　勘定濟 八 一九〇 嶋村登羅之助 402
〃 〃 白砂糖 参貫刄　　1.42 二十九日　勘定濟 四 二六〇 〃　　　人 402
〃 〃 清酒　　150 九合 ㊢ 一 三五〇 川和町役場 402
〃 二一 入二合壜拾本入 勘定濟 三 〇〇〇 小嶋㐂作 402

〃 一六 入　　囲四本　1.70 
　　　次三本　2.- 七本 12,26 勘定濟須美 　六 

六
八〇〇 
〇〇〇 井上利久 金額は「六八〇〇」と「六〇〇〇」の 2 つ書かれて

いる 402

〃 入立縄 参本 12,26 勘定濟 九〇〇 〃　　　人 402

〃 入白□八　□ 8 
　赤□二　1.80 十本 12,26 勘定濟 二二 

三
四〇〇 
六〇〇 〃　　　人 品名の「1.80　□ 8」は「包裏別」欄にあり 403

〃 二二 入□地廻り 1.40 □本 12,26 勘定濟 一 二〇〇 〃　　　人 品名の「1.40」は「包裏別」欄にあり 403
〃 釜参拾円也 渡ス □ ,26 勘定濟 井上利久 403
〃 〃 下樽（正油） 三本　　15 12,26 勘定濟 四五〇 〃　　　人 403

〃 〃 清酒十二月廿四日入相渡 参舛（壱升ビン詰）108 済 三 二四〇 前田政次 品名の「十二月廿四日入相渡」は「包裏別」欄にあ
り 403

〃 〃 □印醤油十二月二十日入
ル勘定濟 四半樽 済 一 〇〇〇 鈴木敏々 品名の「十二月二十日入ル勘定濟」は「包裏別」欄

にあり 403

〃 二五 入正油樽 十五本 12,26 勘定濟 六 〇〇〇 井上利久 403
〃 入正油縄 二九 12,26 勘定濟 八〇〇 〃　　　人 403
〃 入地廻り 一本 12,26 勘定濟 一 四〇〇 〃　　　人 403
〃 ■印正油 弐樽 請取 七 四〇〇 相原自動車 ■は亀甲に「万」 403

405 ページ左上部に「志田」の押印あり
一二 二六 入金 ㊢ 一 〇〇〇 稲井一男 404
〃 二九 □印醤油 半樽 請取 一 九〇〇 石渡作造 404
〃 〃 入金弐十六円六十九銭也 ㊢ 入 佐野仙蔵 404
〃 〃 入金弐円六十八銭也 ㊢ 近藤恒雄 404
〃 三十 上清酒 九合 三十日　勘定濟 二 六二〇 萩野伊セ松 404
〃 〃 陽輝印正油 九合 三十日　勘定濟 四五〇 高橋弘 404
〃 〃 清酒（白鳳印） 中味壱樽 勘定濟 三 〇〇〇 川和局員 404
〃 〃 入金壱円四十銭也 ㊢ 一 四〇〇 中山戸市 404

〃 入金弐円七拾銭也 ㊢ 二 七〇〇 清水末吉 404
三十
一 寿印正油 四半樽 ㊢ 一 〇〇〇 斎藤ヤス 404

一二 三十
一 入金参円弐十五銭 受入㊢ 和田文蔵 405

〃 入金壱円〇銭 〃㊢ 瑞雲寺 405
〃 入金五円〇銭 〃㊢ 杉浦増五郎 405
〃 入金七円参拾五銭 〃㊢ 近藤嘉衛門 405
〃 入金七拾銭 〃㊢ 小峯ウメ 405

代金欄に「以下新帳」の記載 405
記載無し
背表紙
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月 日 品名 数量
金額

氏名
円

昭和 3 年 五 一四 黒砂糖 五百匁 請取 四八〇 野村徳次郎
五 三〇 黄砂糖代 ㊢ 一 〇〇〇 横溝惣八
五 三〇 黒砂糖代 ㊢ 一 〇〇〇 横溝惣八
六 三 黒砂糖 五百匁 請取 四八〇 野村徳次郎
六 三ヵ 天光ト 五百匁 勘定済 六四〇 井上文吾
六 三 黒砂ト 五百匁 ㊢ 四八〇 金子政□□
六 一二 黒砂ト 五百匁 請取 四八〇 野村徳次郎
六 二四 天光糖 五百匁 請取 五五〇 野村徳次郎
七 一 天光糖□ 請取 五〇〇 大谷佐七郎
七 一三 白砂糖 六百グラム 請取 二五〇 キリスト教會
七 二四 白砂ト 壱俵 請取 二一 六〇 町田賢治
七 二五 黄砂 六百瓦 請取 二一〇 〃　　　会
七 二五 白砂 六百瓦 請取 二五〇 〃　　　会
八 三 天光ト 一〆 請取 一 一五〇 〃　　　人
八 七 □車糖 壱俵 □□請取 二一 六〇 町田賢治
八 七 白砂糖代 請取 二 〇〇○ 小串国蔵
八 八 白砂糖 六百瓦 勘定濟 二五〇 基督教會
八 一一 白砂糖箱入 壱〆目 相濟 一 五四〇 徳江浅次郎
八 二〇 白砂糖 壱斤 請取 二五〇 基督教会
八 二〇 天光糖 壱斤 請取 二〇〇 基督教会
八 二四 砂糖 五百匁 勘定濟 四五〇 嶋村九平
九 五 白砂糖 六百瓦 請取 二五〇 キリスト教会
九 二六 白砂糖 壱俵 勘定濟 二二 六〇〇 町田賢治
九 二八 黒砂ト 壱斤 勘定濟 一五〇 野村徳次郎
一〇 二二 白砂ト 四〆　　□□□ 勘定済 五 七六〇 〃　　　人
一〇 三一 白砂ト 二百匁 勘定済 三二〇 キリスト教会
一一 一九 白砂糖 一俵 勘定済 二一 八〇〇 町田賢治
一一 二一 印車糖 参俵 勘定済 二一 八〇〇 町田賢治
一一 二八 印々白砂ト 一俵 勘定濟十二月二十五日 二一 六〇〇 町田賢治
一二 二 入黄双糖 三貫 勘定濟 町田賢二
一二 二二 □車糖 壱俵 十二月二十五日　勘定濟 二一 三〇〇 町田賢治
一二 二五 天光糖 壱〆匁 相濟 一 三四〇 萩野熊吉

昭和 4 年 一 二 MK 白砂ト 一俵 勘定濟 二二 七〇〇 町田賢治
一 一五 □車糖 壱俵 勘定濟 二二 八〇〇 町田賢次
一 二〇 □車糖 壱俵 勘定濟 町田賢次
一 二二 天光糖 六〆め 勘定濟 24 済 一 二二〇 小川園𠮷
三 二三 白砂糖 五百匁 勘定濟 七四〇 小川柳吉
三 二三 天光糠 壱〆め 勘定濟 一 三五〇 〃　　　人
四 二 サラメ糖百五十斤入 壱袋 勘定濟アクア 二五 六五〇 町田賢次
四 二 白砂ト 壱俵 勘定濟サヌク 二二 七〇〇 町田賢次
四 二五 白砂糖 壱俵 勘定濟 二二 六〇〇 町田賢治
四 二五 黄双糖　 正拾貫七百四拾匁 勘定濟 一 六八〇 町田賢治
四 二六 天光糖 一〆め 勘定濟 一 二〇〇 並木政吉
四 二七 黒砂糖 五百〆 勘定濟 四五〇 野村徳次郎
四 二八 砂トノハズレト 三〆め ㊢ 二 四〇〇 八朔　藤沼太一郎
五 二 ブンミツ糖 壹俵袋 勘定濟 二六 一〇〇 町田屋菓子店
五 一四 白砂糖 壱俵 勘定濟 二二 六〇〇 町田賢治
五 一四 白砂糖 壱斤 勘定濟 二四〇 江原実
五 一四 黒砂糖 壱斤 勘定濟 一四〇 江原実
五 一七 白砂糖 壱俵 勘定濟 二二 六〇〇 町田賢二
五 一七 分蜜糖 一袋　100K　175 勘定濟 二六 二五〇 町田賢二
五 二四 天光糖 一〆匁 ㊢ 一 二八〇 三留源太郎
五 二九 白砂ト 壱俵 六月二十九日　勘定濟 二二 九〇〇 町田賢治
五 二九 ザラメ糖 一〆め ㊢ 一 二〇〇 横溝惣八
六 一三 白砂糖 二斤 六月二十九日勘定濟 五〇〇 江原実
六 一七 黄双糖　 五百匁 勘定濟 六四〇 妙蓮寺
六 二二 分蜜糖 一袋 六月二十九日勘定濟 二六 七〇〇 町田賢治
六 二七 白砂糖 五百匁 ㊢ 七九〇 野村徳次郎
六 二七 黒砂糖 五百匁 ㊢ 四三〇 野村徳次郎
七 五 黒砂糖 五百匁 ㊢ 四三〇 野村徳次郎
七 五 白砂糖 壱斤 ㊢ 二六〇 野村徳次郎
七 一三 白砂糖二斤入 五斤と□弐 勘定濟 一 三五〇 江原実
七 一三 白砂糖 一斤 二六〇 江原実
七 一三 黒砂ト 一斤 勘定濟 一四〇 江原実
八 二 白砂ト 二斤 勘定濟 五二〇 江原実
八 一二 黄双糖百五十斤入 壱袋 アカ 10　勘定濟 二九 七〇〇 町田賢治
八 一五 白砂糖 参斤 勘定濟 二六〇 江原実
八 一八 白砂糖 壱俵 勘定濟 二三 五〇〇 町田賢治
八 二一 白砂糖 弐斤 勘定濟 五二〇 江原実
九 四 白砂糖 弐斤 勘定濟 五二〇 〃〃
九 一一 黒砂糖 五百匁 相濟㊢（ケシチガイ） 四三〇 野村徳次郎
九 一一 サラメ糖 弐百匁 相濟㊢（ケシチガイ） 二七五 〃　　　人

表1　営業簿　砂糖関係抽出表
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九 二〇 黄双糖 一袋 勘定濟 二八 五〇〇 町田賢治
一〇 六 黒砂糖 ㊢ 五〇〇 吉村市蔵
一〇 一六 白砂糖 八〆め 十月廿九日勘定濟 一一 四五〇 町田賢治
一〇 一八 白砂糖 壱俵 十月廿九日勘定濟 二二 九〇〇 町田賢治
一〇 一九 天光糖 五百匁 勘定濟 六四〇 〃　　　人
一〇 一九 黄双糖　 壱俵　百五十斤入 十月廿九日勘定濟 二七 九七五 町田賢治
一一 六 白砂ト 二斤 勘定濟 五〇〇 江原実
一一 九 白砂糖 壱俵 勘定濟 二二 九〇〇 町田賢治
一一 一七 白砂ト 三百匁 勘定濟 四七〇 木内回漕店
一一 二三 黒砂ト 五百匁 ㊢ 五四〇 〃　　　　〃
一一 二七 黄双糖百五十斤入　 壱袋 勘定濟 一九 一七五 町田賢治
一二 七 白砂糖 壱俵 勘定濟 二二 〇〇〇 町田賢治
一二 八 白砂糖 壱俵 勘定濟 二二 〇〇〇 町田賢治
一二 一三 黄双糖 壱袋 勘定濟 二九 六二〇 町田賢治
一二 一九 白砂糖 弐斤 勘定濟 五〇〇 江原實
一二 二二 天光糖 四百匁 勘定濟 五〇〇 金子芳吉ヵ
一二 二二 白砂糖 八〆匁 勘定濟 町田屋
一二 二二 砂糖 壱斤 勘定濟 一九〇 製薬工場員
一二 二四 天光糖 一〆 勘定濟 一 一〇〇 〃　　　人
一二 二四 天光糖 一斤 勘定濟 五八〇 安藤ヵ
一二 二四 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 七〇〇 町田賢治
一二 二六 白砂ト 二号一俵 勘定濟 現品ニテ受取 中山彦左衛門
一二 二七 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 七〇〇 町田賢治

昭和 5 年 1 4 黄双糖 風袋込三十匁 勘定濟　風三百匁 一 八一〇 町田賢治
1 五 黄双糖 壱俵 勘定濟 二五 五〇〇 町田賢治
1 7 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 六〇〇 町田賢治
1 二八 白砂糖 二〆め 勘定濟 二 八八〇 妙蓮寺
二 一 白砂糖空 壱本 勘定濟 一八〇 江原実
二 二 黒砂糖 五百匁 勘定濟 四三〇 野村徳次郎
貳 一二 黒砂糖 三百四十匁 勘定濟 三〇〇 日□ノ村　横溝平次郎
二 一三 黄砂糖百五十斤入 壱袋 勘定濟 二五 二〇〇 町田賢次
二 一八 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 五〇 町田□
二 一九 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 五〇〇 町田賢次
二 一八 白砂糖 壱俵 勘定濟 二一 五〇〇 町田□
二 二五 黄双糖 壱袋 勘定濟 二五 二〇〇 町田□
参 五 白砂糖 二斤 勘定濟 四八〇 江原実
三 一五 白砂糖 弐斤 三月廿九日　勘定濟 四八〇 江原実
三 一五 天光糖 壱斤 十七日勘定濟 二〇〇 仝　　　人　　　
三 二四 NO2　車糖 壱俵 三月廿八日　勘定濟 二〇 七〇〇 町田賢次
三 二八 分密糖 壱袋 買直　勘定濟 一五 〇五〇 町田賢次
三 二九 白砂糖 一〆五百匁 三月三十日　勘定濟 二 一六〇〇 安田㐂重
三 二九 天光糖 五百匁 三月三十日　勘定濟 六〇〇 安田㐂重
四 九 白砂糖 二斤 勘定濟〃 四八〇 江原実
四 二 白砂糖 壱俵 勘定濟四月十一日入ル 町田賢治
四 一七 白砂糖 壱俵 勘定濟五月二日 二一 七〇〇 町田賢次
四 二二 白砂糖 壱俵 勘定濟五月二日 二一 七〇〇 町田賢次
四 二八 黄双糖 七〆四百拾匁 勘定濟五月二日 七 八一〇 町田□
四 三〇 天光糖 一〆匁 勘定濟五月三日 一 一五〇 吉野㐂作
四 三〇 白砂ト 壱俵 勘定濟五月二日 一一 七〇〇 町田賢治
四 〃一 分密糖 壱俵袋 勘定濟五月二日 二五 三五〇 町田賢治
五 三〇 分密糖 七〆貮匁 勘定濟五月二日 七 七〇〇 町田賢治
五 四 白砂糖 壱俵 勘定濟五月七日 二一 七〇〇 町田賢治
五 四 白砂糖 八〆め 勘定濟五月七日 一〇 八五〇 町田賢治
五 四 白砂糖 壱俵 勘定五月七日 二一 二〇〇 町田賢治
五 四 分密糖 百五十斤入壱袋 勘定濟五月七日 二五 四〇〇 町田賢治
五 九 白砂糖 貮斤 勘定濟五月三十日 四六〇 江原実
五 一三 白砂糖 壱俵 勘定濟五月廿三日 二一、 〇〇〇 町田賢治
五 二八 天光糖 代 六月十九日　勘定濟 五〇〇 大谷佐吉郎
五 三〇 黒砂糖 壱貫匁 六日一日勘定濟 六七〇 三留源太郎
六 五 白砂糖 参百匁 ㊢ 四三〇 川俣喜十郎
六 一〇 天光糖 5 百匁 六月十一日 五八〇 飯田政之
六 一一 砂糖五斤入ボール束 拾枚 ㊢ 四八〇 中山彦左ヱ門
六 一一 白砂ト 壱俵 六月一九日勘定濟 二〇 四〇〇 町田□
六 一三 白砂糖 壱俵 六月十九日　勘定濟 二〇 四〇〇 町田□

六 一四 黄双砂糖 上〆九貫二百匁　アフ上　正八
貫八百五〇匁　 六月十九日　勘定濟 九 〇二〇 町田□

六 一九 黄双砂糖百五十斤入 壱袋 六月十九日勘定濟 二三 七七〇 町田賢治
六 一九 白砂糖 壱俵 六月十九日勘定濟 二〇 〇〇〇 町田賢治
六 二二 白砂糖 一斤 六月廿八日勘定濟 二三〇 江原実
七 七 天光糖 弐斤 七月廿六日　勘定濟 三六〇ヵ 都田署　三嶋巡査
七 八 白砂糖 五百匁 七月八日　勘定濟 六六〇 杉浦嘉四郎
七 二三 ザラメ糖 五百匁 七月廿五日　勘定濟 五三〇 城所八左ヱ門
八 一四 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田賢治
九 一三 黒砂ト 壱匁 十二月十九　勘定濟 六七〇 野村徳次郎
九 一五 砂糖代 不足 勘定濟九月二十一、 二〇 佐藤静治
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九 二九 天光糖 弐斤 勘定濟十月二十五日 三六〇 三嶋部長
一〇 一四 黒砂ト 五百匁 勘定濟十一日 三三〇 〃　　　人
一〇 二四 NO2　精糖 壱俵 二十五日朝戻り相濟 □□店
一一 四 天光糖代 ㊢ 五〇〇 近藤恒雄
一一 五 黄双糖 壱俵 ㊢ 町田賢次
一一 二八 黄双糖 壱斤 勘定濟 一七〇 郷直吉
一一 二八 白砂糖 弐斤 勘定濟 四四〇 郷直吉
一二 一六 砂糖 壱〆め 勘定濟十二月二十一日 七三〇 志田利助
一二 二四 黒砂糖 五百匁 勘定濟 三六〇 松下弥吉

一二 二七 砂糖空俵 七枚 勘定濟十二月三十一日　
七〇、四八　三〇、一二 井上利久

昭和 6 年 一 六 黒砂糖 壱貫目 勘定濟一月廿八日 六七〇 野村徳次郎
一 六 白砂糖 五百匁 勘定濟一月廿八日 七〇〇 〃　　　人
一 十八 黄双糖 五百匁 勘定濟一月二十日 五二〇 城所八郎右衛門
一 十八 ザラメ糖 壱袋 勘定濟一月二一日 一七 九二五 町田賢治
一 十八 白砂糖 半俵 勘定濟一月廿一日 一〇 一五〇 町田賢治
一 二三 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田賢次
一 二三 白砂糖 弐斤 ㊢ 四四〇 藤田梅吉
一 二三 黄双糖 弐斤 ㊢ 三四〇 仝　　　人
二 四 白砂ト 壱俵 ㊢ 一九 五〇〇 町田屋
二 九 分密糖 三〆め 勘定濟三月二日 二 七〇〇 松沢小太郎
二 十七 白砂ト 正十二〆四斤二十匁 ㊢　〆 123 一五 二八〇 町田陽治
二 二五 白砂ト 三百匁 勘定濟二月廿五日 四五〇 鮫嶋□吉

三 一七 白　黒砂ト 壱〆 勘定濟三月十九日  
一

六六〇 
二五〇 〃人

三 二七 天光糖 五百匁 勘定濟三月三十日 五一〇 漆原金太郎
三 丗 黄砂糖 百匁十斤入　壹俵 ㊢ 町田賢治
四 四 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田屋
四 一〇 白砂糖 四貫匁 ㊢ 四 八〇〇 □□行　和田文蔵
四 一〇 天光糖 五百匁 ㊢ 四六〇 〃　　　人
四 一九 黄双糖 四〆め ㊢ 町田治
四 一九 白双糖 壱俵 ㊢ 一八 六〇〇 〃　　　治
四 二〇 黄双糖　百五十斤入 壱袋 ㊢ 町田治
四 二〇 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田治
四 廿六 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田治
五 壱 白砂糖 八斗六百匁 ㊢ 町田賢治
五 一三 黒砂ト 五百匁 ㊢ 三三〇 野村徳次郎
五 一三 サラメ 三百匁 ㊢ 三〇〇 〃　　　人
五 一九 白砂糖 壹俵 ㊢ 一八 一〇〇 町田賢治
六 一五 天光糖 壱貫匁 六月十日勘定濟 一 〇〇〇 同　　　人
六 一六 天光糖 五百匁 六月十六日入勘定済 五〇〇 笠原金蔵
六 一九 黒砂糖 五百匁 勘定濟□の□六月十九日 三○○ 〃　　　人
七 廿貮 白砂糖 五百匁 勘定濟七月三十一日 六〇〇 白土虎吉
八 二 黄双糖 参百匁 勘定濟三十一日 三〇〇 〃　〃
八 二 白砂糖 五百匁 勘定濟八月三十一日 六〇〇 白𡈽虎吉
八 三 天光糖 五百匁 勘定濟八月三十一日 五〇〇 〃　　　人
八 二三 黄双糖 壱百匁 勘定濟三十一日 一 〇〇〇 〃　　　人
八 二七 白砂糖 壱百匁 勘定濟三十一日 一二〇 桺澤
八 二七 黄双糖 一斤 勘定濟三十一日 一六〇 〃　　　人
九 八 分蜜糖 弐貫匁 ㊢ 一 七八〇 町田賢治
九 九 天光糖 参百匁 勘定濟 三〇〇 〃　　　人
九 一五 NO.2 精糖 壱俵 ㊢ 一八 四〇〇 町田賢治
九 一六 白砂糖 五百匁 9/30　勘定濟 六〇〇 白𡈽寅吉
十 二 白砂糖 五百匁 十月三十一日　勘定濟 六〇〇 〃　　　人
十 一四 白砂糖 五百匁 十月三十一日　勘定濟 六〇〇 同　　　人
十 二五 白砂ト 壱俵 ㊢㊢ 一八 二五〇 町田賢治
十 二五 分蜜糖 一袋 ㊢ 二一 四五〇 〃　　　人
十 二十六 白砂糖 五百匁 十月三十一日　勘定濟 六〇〇 白𡈽寅吉
一一 七 白砂糖 五百匁 12-1 勘定済 六〇〇 白𡈽寅吉
〃　 十六 白砂ト 五百匁 十一月二十日　勘定済 六〇〇 〃　　　人
一二 七 白砂ト 五百匁 12.31 勘定済 六〇〇 〃　　　人
一二 二四 天光糖 弐百匁 勘定済 〇 二〇〇 〃　　　人
一二 二九 天光糖 壱俵　 勘定済 一二 九〇〇 中山彦左ヱ門

昭和 7 年 一 六 白砂糖 一メ目 1-31 勘定済 一 二〇〇 〃　　　人
一 一五 天光糖 五百匁 勘定済 四八〇 〃　　　人
一 一八 白砂糖 五百匁 1-31 勘定済 六〇〇 白𡈽寅吉
一 二三 黄双糖 拾貮貫匁 ㊢ 町田賢次
一 二四 白砂糖 壱俵 ㊢ 〃　　　人
二 二 白砂糖 五百匁 勘定済 六〇〇 白𡈽寅吉
二 三 黄双糖 壱俵 ㊢ 二二 二〇〇 町田賢蔵
二 一七 白砂糖 五百匁 勘定済 六〇〇 白𡈽寅吉
二 二五 白砂糖 五百匁 勘定済 六〇〇 白𡈽寅吉
三 一二 天光ト 五百匁 勘定済 四八〇 〃　　　人
三 一二 白砂糖 五百匁 勘定済　三十一日 六○○ 白𡈽寅吉
三 一七 白砂糖 参百匁 勘定済 三七五 〃　　　人
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三 一七 天光糖 五百匁 勘定済 四七五 〃　　　人
三 二十一 天光糖 代 ㊢ 五〇〇 吉村光雄
三 三〇 白砂糖 壱〆五百匁 〃勘定濟 一 八〇〇 仝　　　人
三 三〇 天光糖 壱貫匁 〃勘定濟 九〇〇 仝　　　人　
四 四 白砂糖 五百匁 ㊢ 六〇〇 〃　　　人
四 一八 天光ト 三□ 勘定済　十九日 三〇〇 〃　　　人
四 一八 白砂ト代 一 勘定済　十九日 三〇〇 〃　　　人
五 三 白砂糖 参斤　5.26 勘定濟 六〇〇 〃　　　人
五 一四 白砂ト 壱貫匁 〃勘定濟 一 一七〇 〃　　　人
五 一四 黄双糖 壱貫匁 〃勘定濟 九〇〇 〃　　　人
五 二六 白砂ト代 二十八日勘定濟 五〇〇 中嶋潔
五 二七 白砂糖代 二十八日勘定濟 三〇〇 中島潔
五 二七 黄双糖 壱貫匁 ㊢ 九八〇 横溝惣八
五 二七 天光糖 五百匁 ㊢ 四八〇 〃　　　人
五 二八 白砂糖 壱俵 ㊢ 町田賢次
五 三一 黒砂糖 五百匁 ㊢ 三〇〇 川俣㐂十郎
六 二四 白砂糖 壱斤 二十八日勘定濟 二〇〇 〃　　　人
六 二九 白砂糖 五百匁 ㊢ 六〇〇 同　　　人
七 二十二 進物用白砂糖 壱貫匁 勘定濟 一 三〇〇 徳江浅次郎
七 二五 白砂糖 五百匁 八月三十一日勘定濟 六一〇 柳沢家
七 二五 黄サラメ糖 五百匁 八月三十一日勘定濟 五〇〇 仝　　　人
七 二六 白砂糖 壱貫匁 二十六日勘定濟 一 二五〇 鈴木宗治
七 二七日分 白砂糖 箱入壱個 口取帳へ㊢ 五〇〇 キリスト教會
八 一二 黄サラメ糖 百五十匁 十三日勘定濟 一五〇 柳沢子爵
八 三 黄ザラ 参百匁 八月三十一日勘定濟 三三〇 柳澤子爵
八 三 白砂糖 参百匁 八月三十一日勘定濟 四二〇 〃　　　人
八 七 白砂ト 一斤 八月二十六日勘定濟 二二〇 同人
九 六 砂ト代不足 十一月二十七日勘定濟 〇三〇 上谷本　村田貞作
一〇 九 天光糖 壱十匁 勘定濟 一 一〇〇 〃　　　人
一一 十一 天光糖 壱貫匁 ㊢ 長崎政五郎
十二 二一 黄双糖（百五十斤入）　 壱袋 ㊢ 町田賢次
十二 二一 白砂糖 壱俵　 ㊢ 〃　　　人

昭和 8 年 一 二〇 黄双糖 五百匁 ㊢ 五六〇 長崎政五郎
二 一 黄双糖 三斤代 二月二日勘定濟 六〇〇 〃　　　人
二 一九 天光糖 五百匁 二月二十一日勘定濟 五八〇 〃　　　人
三 四 白砂糖 壱袋 相濟 一〇 六二五 中山彦左ヱ門
三 六 天光糖 三百匁 8.12 勘定濟 三四五 仝　　　人
四 七 白砂糖五十斤入 壱袋 品戻り 中山彦左衛門
四 十一 天光糖 四参壱匁 六十五頁㊢ 五〇〇 林豊吉
四 二九 白砂糖 壱貫匁 ㊢ 一 四七〇 横溝惣八
四 二九 黄双糖 五百匁 ㊢ 六二〇 仝　　　人
五 四 天光糖 八百八十五匁 ㊢ 一 〇〇〇 中村　床屋林豊吉
六 二六 白砂糖 三百匁 ㊢ 四五〇 仝　　　人
六 二六 天光糖 五百匁 ㊢ 五八〇 仝　　　人
七 十二 砂糖アンベラ 参枚 8.26 勘定濟 三〇〇 井上利久
七 一九 白砂ト 代 ㊢ 五〇〇 林豊吉
七 一九 天光糖 代 ㊢ 五〇〇 〃　　　人
七 二一 ■印人玉糖 壱俵 ㊢ 一一 二〇〇 中山幸三郎
七 二四 NO2 精糖 壱俵 ㊢ 一〇 三〇〇 町田賢治
七 三一 白砂ト弐ケ 函入壱ケ ㊢ 五一〇 キリスト教會
九 二十二 天光糖 代 ㊢ 五〇〇 林豊吉
十 七 黄双糖 五百匁 七日請取 五八〇 〃　　　人
十 十七 黄双糖 五百匁 1.10 十七日勘定濟 五 五〇〇 佐江戸　岩岡商店
十 十八 白砂ト 代 ㊢ 五〇〇 床屋　林豊吉
一〇 二二 黒砂糖 代 勘定濟十月二十四日 一〇〇 大谷弥八
一〇 二九 天光糖 代 ㊢ 五〇〇 林豊吉
一一 八 黄双糖 壱貫匁 八日　請取 一 一五〇 〃　　　人
十二 一三 砂糖代 ザラメ　天光二口分 9.2.5 勘定濟 五〇〇 市ヶ尾　煎餅屋
十二 一四 砂糖籐 七百五十匁 五月十四、勘定濟 六〇〇 前田作蔵
十二 十六 天光糖 代 ㊢ 一 〇〇 林理髪店
十二 二十三 白砂ト 弐百匁 二十三、勘定濟 二六〇 〃　　　人
十二 二十三 黄双糖 壱斤 二十三、勘定濟 一八〇 〃　　　人
十二 三十日 白砂糖 代 ㊢ 五〇〇 林理髪店

昭和 9 年 一 二十五 黄双糖 五百匁 二十五、勘定濟 五八〇 〃　　　人
一 二十七 黄双ト 五百匁 ㊢ 五八〇 〃　　　人
一 三〇 黄双糖 弐貫匁 ㊢ 二 二〇〇 町田賢治
二 一 砂糖アンペラ 六枚半 2/10 勘定濟 七一〇 井上利久
二 六日 白砂糖 五十斤入弐袋 二、十七、勘定濟 一九 七〇〇 嶋村虎之助
二 七 サラメ糖 八百六十五匁 勘定濟 一 〇〇〇 〃　　　人
二 二七日 天光糖 壱貫匁 三月一日勘定濟 一 一〇〇 飯塚金治
三 十四 ザラメ糖 壱〆め 十四日勘定濟 一 一八〇 〃　　　人
三 十六 精糖五十匁 壱袋 二十日請取 一〇 〇五〇 嶋村登羅之助
三 十六 分蜜糖 十匁 二十日請取 一一 一六〇 〃　　　人
三 二〇 黄双糖 四貫匁 1.1 □　二十日請取 四 四八〇 岩岡菓子店
四 十二 黄双糖 弐貫匁　　　103 十二日勘定濟 二 〇六〇 岩岡商店
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四 十四日 白砂糖 一貫匁 十六日勘定濟 一 二三〇 嶋村登羅之助　處之助
四 十七 天光糖 五百匁 ㊢ 五〇〇 林豊吉
五 一七 黒砂糖 壱十匁 勘定濟五月二十五日 七五〇 藤森光蔵
五 二一 黄双ト 一貫匁 〃相濟 一 〇八〇 〃　　　人
六 四 黄双糖 五貫匁□ 四日請取 四 九五〇 佐江戸　岩岡菓子店
六 二九 天光糖 ㊢ 五〇〇 〃　　　人
七 三 黄双糖 五斤 勘定濟　三日 九〇〇 広田花崖
七 三 白砂ト 弐斤 勘定濟　三日 四四〇 〃　　　人
七 四 ザラメ糖 壱貫目 7.4 勘定濟 一 〇五〇 仝　　　人
七 二二 白砂糖 五百匁 〃　勘定濟 六七〇 〃　　　人
八 十四 黒砂ト 壱貫匁 勘定濟 勘定濟 〃　　　人
八 二二 黄双糖 弐貫匁 104 勘定濟 二 〇八〇 佐江戸岩岡商店
八 二四 黄双糖 弐貫匁 四日勘定濟 二 〇八〇 岩岡商店
九 三 黄双糖 参貫匁　109 三日勘定濟 三 二七〇 岩岡商店
一〇 八 天光糖 五百匁 十月十二日請取 五四〇 仝　　　人
一〇 九 天光糖 代 ㊢ 五〇〇 林豊吉
一〇 一四 天光糖 壱百□匁 請取　十四 一 一二〇 〃　　　人
一〇 一七 砂糖ボール函　かけ袋 貳拾枚（40）貳拾枚（8） ㊢ 四八〇 中山幸三郎
一一 七 天光糖 四百七十六匁 ㊢ 五〇〇 〃　　　人
一一 二二 精糖　　　1.39 弐貫匁 二十二日　勘定濟 二 七八〇 嶋村登羅三郎
一一 二二 黄双糖　　1.09 参貫五百匁 二十二日　勘定濟 三 八二〇 〃　　　人
十二 二 天光糖 壱貫匁 勘定濟 一 〇五〇 〃　　　人
十二 二 黒砂糖 五貫匁 勘定濟 三八〇 〃　　　人
十二 一七 黒砂ト 一〆め 勘定濟 六八 〃　　　人
十二 二〇 黄双糖 七貫刄　　1.170 （　）日　勘定濟 八 一九〇 嶋村登羅之助
十二 二〇 白砂糖 参貫刄　　1.42 二十九日　勘定濟 四 二六〇 〃　　　人


